
一

　
『
色
葉
字
類
抄
』
は
、
そ
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
橘
忠
兼
と
い
う
人
物
に
よ
り
、
院
政
時
代
の
最
末
期
に
十
数
度
の
改
編
を
経
て
編

纂
さ
れ
て
い
る
辞
書
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
は
、
ま
ず
そ
の
序
文
を
し
め
す
。

　

叙
曰
、
漢
家
以
音
悟
義
、
本
朝
就
訓
詳
言
。
而
、
文
字
且
千
、
訓
解
非
一
。
今
、
揚
色
葉
之
一
字
、
為
詞
条
之
初
言
。
凡
四

十
七
篇
、
分
為
両
巻
。
篇
中
勒
部
、
為
令
見
者
不
労
眸
也
。
字
下
付
訓
、
為
令
愚
者
可
指
掌
也
。
但
、
外
人
不
見
。
見
而
可

笑
。
以
授
家
童
欲
無�

閲
。
於
脱
漏
字
、
後
人
補
之
。　

云�

（
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
・
序
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
文
献
の
、
辞
書
と
し
て
の
最
大
の
特
筆
点
は
、
漢
字
や
漢
字
表
記
の
語
を
、
そ
の
音
・
訓
の
語
頭
の
音
節
に
よ
り
日
本
で

最
初
に
「
イ
ロ
ハ
」
順
に
次
第
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
こ
の
辞
書
は
、〈
国
語
辞
書
〉
の
最
初
の
も
の
と

ま
で
言
わ
れ
、
中
世
・
江
戸
時
代
の
『
節
用
集
』
の
先
蹤
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
節
用
集
の
性
格
か
ら
の
類
推

で
、
色
葉
字
類
抄
は
、
日
常
常
用
的
な
漢
字
文
を
書
く
た
め
の
辞
書
で
あ
る
と
す
る
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
稿
の
筆
者
は
、
従
来
よ
り
こ
の
辞
書
は
か
な
り
修
辞
性
の
つ
よ
い
漢
字
文
を
書
く
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
見
か
た
を
も
っ
て
お �
�り

、
こ
の
稿
に
お
い
て
も
、
こ
の
辞
書
に
『
白
氏
文
集
』
の
訓
点
本
を
出
典
と
す
る
項
目
の
存
在
す

る
こ
と
を
し
め
し
て
、
そ
の
か
ん
が
え
か
た
の
う
ら
づ
け
と
し
よ
う
と
す
る
。

（
注
�
）

��

�白氏文集と色葉字類抄

舩　

城　

俊

太

郎

白
氏
文
集
と
色
葉
字
類
抄



　

色
葉
字
類
抄
の
撰
者
が
白
氏
文
集
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
、
最
初
に
掲
示
し
た
序
文
中
の
傍
線
部
分
が
、
白
氏
文
集
巻
三
の『
上

陽
白
髪
人
』
の
一
句
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い �
�る

こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
以
上
に
、

色
葉
字
類
抄
の
項
目
の
な
か
に
は
、
白
氏
文
集
と
の
関
係
を
示
す
注
記
が
あ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。
こ
の
辞

書
に
は
、「
見
文
集
」
と
注
記
の
あ
る
漢
字
四
例
と
、「
見
長
恨
歌
」
と
あ
る
例
、
一
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
辞
書
の
撰
者
が
、

す
く
な
く
と
も
白
氏
文
集
を
見
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

・
刷�
カ
イ
ツ
ク
ロ
フ

又
乍
刷
ー
翅　

�

�
鉋
（
�
字
略
）
掻�

�
見
長
恨
哥�

洗�
ー
竹�
樞�
ー
衣�
構�
已
上
同

（
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
・
前
田
家
本
・
加
・
辞
字
）

　

・
連�
ツ
ラ
ヌ�

列
貫
般
（　

字
略
）
係
排�
見
文

集　
�
�
撤
（
�
字
略
）
麗�
已
上

連　
�

（
同
・
黒
川
本
・
津
・
辞
字
）

��

　

・�
�
ナ
マ
シ
ヒ��
�

強�
見
文
集

已
上
同

�

（
同
・
同
・
那
・
辞
字
）

　

・
動�
ヤ
ゝ
モ
ス
レ
ハ�

校�
同　
　

見
文
集

�

（
同
・
同
・
野
・
辞
字
）

　

・�
餘��　
　

リ

ア
マ
ル

�

�

強�
一
年
ー

同　
　

万
里
ー

�

（
�
字
略
）
羨�
有
ー

財　
�
�
長�
去
声

文
集

�
�
肄
贏�
已
上
同

（
同
・
前
田
家
本
・
阿
・
員
数
）

ヨ

　

こ
の
辞
書
に
は
、
そ
の
外
に
一
四
の
和
漢
の
文 �
�献

に
つ
い
て
同
様
な
注
記
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
こ
の
白
氏
文
集
に
つ
い
て

の
そ
れ
は
、
も
っ
と
も
数
が
お
お
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
見
長
恨
哥
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
字
形
の
異
同
の
問
題
は
在
す
る
も
の

の
、
そ
の
部
分
を
作
品
か
ら
ひ
き
あ
て
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。「
文
集
」
と
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
喜
代
次
氏

が
『
色
葉
字
類
抄
略
注
』（
平
成
七
年
・
明
治
書
院
）
に
お
い
て
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
を
白
氏
文
集
の
板
本
に
よ
り
ひ
き

あ
て
て
い
る
。

　

佐
藤
氏
の
こ
の
著
書
は
、
色
葉
字
類
抄
に
見
ら
れ
る
漢
字
と
漢
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
と
お
な
じ
文
字
づ
ら
と
訓
を
も
つ
例
を
多

数
の
書
物
か
ら
収
集
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
部
分
が
色
葉
字
類
抄
の
出
典
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
は
か
な
ら
ず

し
も
有
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ひ
き
あ
て
て
あ
る
部
分
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

こ
の
辞
書
の
「
見
○
○
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
そ
の
も
の
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
出
典
が
そ
の
文
献
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
か
ど
う

（
注
２
）

（
注
�
）
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か
は
不
明
で
あ
っ
て
、
単
に
そ
の
字
の
用
法
が
そ
の
文
献
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
し
め
す
だ
け
と
も
う
け
と
れ
る
。「
見
長
恨

哥
」
に
つ
い
て
も
「
文
集
」
の
ば
あ
い
と
同
様
な
う
け
と
り
か
た
が
で
き
る
。

　

こ
の
稿
の
筆
者
は
、
な
が
く
色
葉
字
類
抄
に
し
た
し
ん
で
き
た
お
り
、「
見
文
集
」「
見
長
恨
哥
」
と
い
う
注
記
は
、
見
な
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
こ
れ
ま
で
特
に
注
意
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

最
近
に
な
っ
て
つ
ぎ
に
し
め
す
よ
う
に
こ
の
辞
書
に
「
時
勢
粧
（
イ
マ
ヤ
ウ
ス
ガ
タ
）」
と
い
う
項
目
の
存
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　

時
勢
粧�
イ
マ
ヤ
ウ

ス
カ
タ

�

（
前
田
家
本
・
伊
・
畳
字
）

こ
の
語
は
、
白
氏
文
集
巻
三
の
作
品
の
題
名
で
あ
る
と
と
も
に
、『
上
陽
白
髪
人
』
中
な
ど
に
も
見
い
だ
さ
れ
、
白
氏
文
集
に
よ
り

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
語
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
辞
書
に
お
け
る
白
氏
文
集
の
位
置
は
、
単
に
そ
れ
を
参
照

し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
語
を
収
集
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
稿
で
は
こ
の
辞
書
に
お
け
る
白
氏
文
集
出
典
の
語
を
探
索
し
て
み
よ
う
と
す
る
。

二

　

こ
の
稿
で
は
、
ま
ず
、
図
書
寮
本
の
類
聚
名
義
抄
の
項
目
に
お
い
て
そ
の
訓
に
出
典
が
白
氏
文
集
で
あ
る
こ
と
を
注
記
す
る
も

の
を
さ
が
す
。
そ
し
て
、
そ
の
語
と
そ
の
項
目
の
漢
字
の
く
み
あ
わ
せ
を
、
神
田
本
白
氏
文
集
か
ら
さ
が
し
だ
し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
所
収
の
語
彙
項
目
と
比
較
す
る
。
そ
の
よ
う
に
す
る
の
は
、
色
葉
字
類
抄
の
な
か
か
ら
確
実
に
白
氏
文
集

の
か
ら
の
項
目
で
あ
る
も
の
を
さ
が
し
だ
す
た
め
で
あ
る
。

　

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
が
、
平
安
時
代
の
多
数
の
訓
点
資
料
か
ら
の
語
と
そ
の
訓
を
引
い
て
お
り
、
そ
こ
に
そ
の
出
典
を
注
記
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し
て
い �
�る

こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
書
は
、
改
編
本
系
の
諸
本
を
参
照
す
る
と
、「
法
」
部
の
一
部
分
し
か
残
存
し

て
い
な
い
零
本
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
白
」
や
「
文
集
」「
白
氏
文
集
」
と
注
記
し
た
項
目
が
全
部
で
四
五
あ �
�る

。
こ
れ
ら
は
、

そ
の
よ
う
に
注
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
白
氏
文
集
の
訓
点
本
を
出
典
と
し
て
い
る
そ
の
素
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
が
当
時
の
実
際
の
訓
点
本
で
あ
る
神
田
本
に
も
近
似
し
た
か
た
ち
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
色
葉
字

類
抄
と
も
よ
く
一
致
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
色
葉
字
類
抄
の
項
目
が
白
氏
文
集
に
よ
っ
て
い
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
こ
と
に
な
る

と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
節
で
は
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
ほ
か
に
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
関
係
す
る
項
目
も
比
較
す
る
。
原
撰
本
系
の

名
義
抄
と
言
わ
れ
る
図
書
寮
本
が
、
主
に
熟
語
と
そ
の
訓
を
収
集
し
て
い
る
の
に
対
し
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
は
改
編
本
系
の

そ
れ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
原
撰
本
系
の
そ
れ
に
存
す
る
熟
語
な
ど
を
単
字
に
分
解
し
て
し
め
す
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
単
字
に
分
解
し
て
は
そ
の
意
味
が
う
し
な
わ
れ
る
語
句
は
、
そ
の
ま
ま
う
け
つ
ぐ
こ
と
も
お
お
く
あ
る
。
こ

こ
で
こ
の
文
献
の
ば
あ
い
を
掲
出
す
る
の
は
、
次
節
以
下
の
論
述
の
参
考
と
し
て
、
原
撰
本
系
類
聚
名
義
抄
の
語
彙
が
改
編
本
系

の
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
う
け
つ
が
れ
て
い
る
か
を
し
め
す
た
め
で
あ
る
。
以
下
図
書
寮
本
は
活
字
で
、
観
智
院
本
は
活
字
と
、
必

要
に
応
じ
て
複
製
本
を
コ
ピ
ー
し
て
し
め
す
（
以
下
、
上
部
に
﹇
観
名
﹈
と
標
示
）
。

　

神
田
本
の
白
氏
文
集
は
、
現
存
世
界
最
古
の
白
氏
文
集
の
写
本
（
嘉
承
二
年
﹇
一
一
〇
七
﹈
写
）
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
本
文
の
書
写
者
藤
原
茂
明
に
よ
り
天
永
四
年
﹇
一
一
一
三
﹈
に
訓
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
白
氏
文
集
は
、
平
安
時
代
に

お
い
て
巻
三
・
巻
四
が
特
に
尊
重
さ
れ
た
が
、
こ
の
白
氏
文
集
も
そ
の
部
分
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
、
色
葉
字
類
抄
成
立

以
前
に
書
写
さ
れ
訓
点
が
く
わ
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
年
代
的
に
色
葉
字
類
抄
と
お
お
き
く
は
な
れ
て
い
な
い
こ
と
を

重
視
し
、
比
較
す
る
の
に
適
当
と
判
断
し
た
。
そ
の
他
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
に
成
立
し
た
金
沢
文
庫
本
も
補
助
的
に
使
用
す
る
。

こ
の
二
種
の
白
氏
文
集
は
、
出
版
さ
れ
て
い
る
複
製
本
か
ら
該
当
す
る
部
分
を
コ
ピ
ー
し
て
し
め �
�し

、
下
部
の
か
ぎ
括
弧
内
に
文

（
注
�
）

（
注
�
）

（
注
�
）
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脈
が
理
解
さ
れ
る
程
度
に
該
当
す
る
本
文
を
活
字
化
し
て
し
め
す
。

　

色
葉
字
類
抄
は
、
こ
の
調
査
で
は
前
田
家
蔵
の
三
巻
本
を
中
心
に
お
こ
な
う
。
こ
の
色
葉
字
類
抄
は
、
鎌
倉
中
期
の
写
本
と
さ

れ
、
こ
の
辞
書
の
完
成
し
た
姿
を
よ
く
つ
た
え
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
欠
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
江
戸
時

代
の
写
本
で
あ
る
黒
川
本
で
お
ぎ
な
う
。
こ
の
稿
で
は
、﹇
色
﹈
と
表
示
す
る
ば
あ
い
、
こ
の
二
種
の
色
葉
字
類
抄
を
い
う
こ
と
と

す
る
。
こ
の
辞
書
に
は
、
そ
の
外
に
も
内
容
の
ち
が
う
伝
本
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
適
宜
言
及
す
る
。

な
お
、
こ
の
辞
書
は
、
引
用
す
る
ば
あ
い
基
本
的
に
活
字
化
し
て
し
め
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
複
製
本
か
ら
の
コ
ピ
ー
に
よ
っ
て

し
め
す
ば
あ
い
も
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
神
田
本
と
が
近
似
す
る
か
た
ち
を
も
ち
、
色
葉
字
類
抄
と
も
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
お
も
わ

れ
る
例
を
、
�
か
ら
�
に
し
め
す
。
以
下
、
引
用
表
示
の
最
後
に
付
し
た
漢
数
字
は
、
図
書
寮
本
・
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
ば

あ
い
、
複
製
本
の
ペ
ー
ジ
数
、
神
田
本
・
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
の
ば
あ
い
、
複
製
本
で
の
行
数
を
し
め
す
。
な
お
、
こ
の
稿
で

は
、
辞
書
の
記
述
内
容
を
活
字
化
し
て
し
め
す
ば
あ
い
、
付
さ
れ
た
声
点
は
原
則
と
し
て
省
略
し
、
問
題
と
す
る
語
の
濁
音
表
示

に
か
か
わ
る
ば
あ
い
の
み
、
そ
の
音
節
に
つ
い
て
し
め
す
こ
と
と
す
る
。

　
　

�
細
ー
（
砕
）
ク
タ

¨���
�
シ　

白

（
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
・
一
五
三
）

　
　
　
�

「
石
竹
金
銭
何
細
砕
」（
神
田
本
白
氏
文
集
・
巻
四
・
牡
丹
芳
・
九
六
）

　
　
　
﹇
色
﹈
細
砕�
ク
タ
ゝ
ミ
ル

　
　

委
也

�

（
黒
川
本
・
久
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈
細�
砕��
セ
イ
ス
イ

（
前
田
家
本
・
世
・
畳
字
）

ク
ハ
シ

　
　
　
﹇
観
名
﹈　

細
ー
（
砕
）
ク
タ
��
�
シ

（
法
中
・
七
）
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�
無
ー
（
限
）
ソ
コ
ハ

�̈ク　
白

（
図
書
寮
本
・
二
〇
四
）

　
　
　
�

「
洛
陽
無
限
紅
楼
女
」（
神
田
本
・
巻
四
・
母
別
子
・
一
六
四
）

　
　
　
﹇
色
﹈
若
干�
ソ
コ
ハ
ク

　
　

詞

�

�
無
限�
同

（
黒
川
本
・
曽
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
無
限�
ソ
コ
ハ�

¨

ク

（
法
中
・
四
六
）

　
　

�　

ー
（
結
）
髪�
ヲ
ア
ケ�

¨

テ　

白

（
図
書
寮
本
・
三
〇
一
）

　
　
　
�

　
「
与
君
結
髪
未
五
載
」（
神
田
本
・
巻
三
・
大
行
路
・
一
九
二
）

　
　
　
﹇
色
﹈
結�
ム
ス
フ�
締
掬�
ー
水�
縛
絆�
已
上
同

（
黒
川
本
・
無
・
辞
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
結�

�（
法
中
・
一
二
一
）

　
　

�
面
ー
（
縛
）�

（
図
書
寮
本
・
三
〇
六
）

　
　
　
�
�

�
「
傅
々
戎
々
人
々
耳
穿
面
縛
駆
入
泰
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
田
本
・
巻
三
・
伝
戎
人
・
三
四
一
）

　
　
　
﹇
色
﹈
面
縛�
シ
リ
ヘ
テ
ニ
シ
ハ
ラ
ル

（
前
田
家
本
・
師
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈
面
縛�
メ
ン
ハ
ク

（
黒
川
本
・
女
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈�
結��
ユ
フ�
束
繋�
為
ー

筆　
�
�
属
総�
縛��
已　

上　

面　

ー　

又
ユ
ハ
ラ

�

（
前
田
家
本
・
由
・
辞
字
）

＼ 

＼

　
　
　
﹇
観
名
﹈
縛��

（
法
中
・
一
三
四
）

　
　
　
　
　
ホ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髪
�

　
亠
　
ム
ス
フ
　
ユ
フ
　
ツ
ナ
ク
　
カ
ナ
ラ
ス
　
ウ
レ
フ
　
ア
ク

¨
�

カ
マ
フ
　
ツ
カ
フ
　
ツ
ラ
ヌ
　
ト
ツ
　
ソ
フ
　
マ
ツ
フ
　
カ
タ
シ
舌
歟

シ
リ
ヘ
テ�

�̈ニ

シ
ハ

�̈ラル　
白

符
钁
メ　

ユ
フ　

マ
ツ
フ　

ユ
ハ
ヒ　

ツ
ナ
ク　

カ
ク

シ
ハ

¨�ル　
�ユ

ハ
フ　

カ
ゝ
ル　

ム
ス
フ　
　
　
　

ハ
ク
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�
墻
有
ー
（
衣
）
ツ
タ　

文
集

（
図
書
寮
本
・
三
二
七
）

　
　
　
��

�
「
墻
有
衣
瓦
有
松
」（
神
田
本
・
巻
四
・
驪
宮
高
・
二
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
墻
ニ

有
リ

ー
（
衣
）
ツ
タ

（
法
中
・
一
三
六
）

　
　
　
﹇
色
﹈�
苔��
コ
ケ　

徒
哀
反

�

�
石
髪　

水
衣
也

�

�
薜�　
同　

蒲
計
反

�

﹇
�
字
略
﹈
水
衣�
同�
衣�
墻
有

ー
同

�

（
前
田
家
本
・
古
・
植
物
）

タ
イ

こ
の
ほ
か
に
も
、
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
「
白
」
と
注
す
る
、
訓
と
漢
字
の
く
み
あ
わ
せ
が
、
神
田
本
と
三
巻
本
色
葉
字
類
抄

に
と
も
に
見
い
だ
さ
れ
る
ば
あ
い
が
四
例
あ �
�る

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
特
別
な
手
が
か
り
は
な
く
、
一
般
的
な
用
字
と
も
お
も

わ
れ
る
も
の
な
の
で
、
特
に
と
り
あ
げ
な
い
。

　

�
は
、
図
書
寮
本
で
「
細
砕
」
に
「
ク
ダ
�
�
シ
」
の
訓
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
白
」
と
あ
っ
て
、
白
氏
文
集
の
訓
で
あ
る
こ

と
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
観
智
院
類
聚
妙
義
抄
は
、
こ
の
例
の
ば
あ
い
「
白
」
と
い
う
表
示
が
な
い
こ
と
を
の
ぞ
い
て
、
図
書
寮

本
の
形
を
よ
く
う
け
つ
い
で
い
る
。
な
お
、
こ
の
ば
あ
い
「
砕
」
の
字
は
、
縦
線
で
代
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
部
に
付
し
た
括

弧
内
の
「
砕
」
字
は
、
こ
の
稿
の
筆
者
が
説
明
の
た
め
に
お
ぎ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
こ
の
稿
で
は
お
な
じ
よ
う
な
ば
あ
い

に
同
様
に
す
る
。
こ
の
例
は
、
神
田
本
巻
三
『
牡
丹
芳
』
の
、
コ
ピ
ー
を
掲
出
し
た
部
分
に
あ
た
る
と
お
も
わ
れ
る
。
索 �
�引

に
よ
っ

て
調
査
す
る
と
、
白
氏
文
集
で
は
他
に
一
箇
所
だ
け
に
こ
の
語
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
の
で
、
巻
三
の
こ
の
例
が
該
当
す
る
蓋
然

性
が
た
か
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
ク
タ
�
�
シ
キ
」
の
付
訓
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
熟
語
の
漢
字
二
字
の
中
間
に
音
合
符
が

あ
る
の
で
、
音
読
す
る
訓
法
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
音
合
符
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
神
田
本
で

は
音
読
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
色
葉
字
類
抄
で
は
、
前
田
家
本
に
「
セ
イ
ス
イ
」
と
い
う
音
読
形
が
あ
り
、
黒
川
本
に
「
ク
タ
ゝ
ミ
ル
」

と
い
う
訓
読
形
が
あ
る
が
、
後
者
は
「
ク
ダ
�
�
シ
」
の
誤
写
と
か
ん
が
え
ら
れ
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
状
態
は
、
神
田
本
と

（
注
�
）

（
注
�
）

��

�白氏文集と色葉字類抄



よ
く
一
致
す
る
と
お
も
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
色
葉
字
類
抄
が
、
当
該
部
分
に
つ
い
て
神
田
本
の
よ
う
な
か
た
ち
の
訓
点
本
か

ら
そ
の
二
つ
の
訓
法
を
辞
書
の
項
目
と
し
て
と
り
い
れ
た
と
か
ん
が
え
れ
ば
、
事
態
を
理
解
し
や
す
い
。

　

�
は
、
図
書
寮
本
で
「
無
限
」
に
「
ソ
コ
バ
ク
」
の
訓
が
あ
り
、
観
智
院
本
に
も
う
け
つ
が
れ
、
色
葉
字
類
抄
に
も
お
な
じ
訓

が
あ
る
。
神
田
本
の
み
は
、
該
当
す
る
と
お
も
わ
れ
る
部
分
に
「
カ
ギ
リ
ナ
キ
」
の
訓
を
持
つ
が
、
こ
の
部
分
は
神
田
本
以
外
の

伝
本
に
「
ソ
コ
バ
ク
」
の
訓
を
も
つ
も
の
が
お
お
い
の �
�で

、
こ
れ
も
白
氏
文
集
の
こ
の
あ
た
り
か
ら
色
葉
字
類
抄
が
採
用
し
た
例

と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
一
方
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
例
は
色
葉
字
類
抄
が
神
田
本
白
氏
文
集
そ
の
も
の

か
ら
語
句
を
収
集
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
も
し
め
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

�
は
、
図
書
寮
本
で
「
結
髪
」
の
「
結
」
に
「
ア
グ
」
の
訓
の
あ
る
例
で
あ
る
。
神
田
本
は
「
ア
ゲ
」
と
「
ム
ス
ム
」
の
訓
が

あ
る
が
、
色
葉
字
類
抄
の
「
ア
グ
」
の
項
目
に
「
結
」
字
が
な
く
、
ま
た
「
結
」
字
に
対
す
る
「
ム
ス
ム
」
の
訓
は
一
般
的
な
も

の
で
あ
る
の
で
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
断
言
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
観
智
院
本
で
は
「
結
」
の
項
目
に
「
髪
」
字
を
と
も
な
っ

て
「
ア
グ
」
の
訓
が
あ
る
の
は
、
こ
の
訓
が
図
書
寮
本
の
「
結
髪
」
の
項
目
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
と
か
ん
が
え
ら
れ
、

参
考
に
な
る
。

　

�
「
面
縛
（
シ
リ
ヘ
デ
ニ
シ
バ
ラ
ル
）」
の
場
合
、
巻
三
の
『
伝
戎
人
』
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

神
田
本
の
本
文
で
最
初
「
面
破
」
で
あ
っ
た
も
の
を
「
破
」
を
「
縛
」
に
改
訂
し
て
、「
シ
リ
ヘ
テ
ニ
シ
ハ
ラ
レ
テ
」
の
訓
が
付
さ

れ
て
い
る
。「
面
縛
（
破
）」
は
、
索
引
に
よ
れ
ば
白
氏
文
集
で
は
こ
の
例
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、
図
書
寮
本
の
例
は
こ
こ
の
部

分
か
ら
の
採
集
で
あ
る
こ
と
に
う
た
が
い
が
な
い
。
観
智
院
本
に
は
、
こ
の
項
目
を
う
け
つ
い
だ
と
お
も
わ
れ
る
項
目
は
な
い
。

　

神
田
本
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
訓
読
形
と
し
て
「
縛
」
字
の
下
に
「
ユ
ハ
ゝ
レ
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
縛
」
の
上
部
の
音
合
符
に

合
点
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
ば
あ
い
音
読
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
い
る
と
か
ん
が
え
ら

れ
る
。
右
端
の
「
セ
ラ
」
に
二
重
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
に
音
読
を
指
示
し
て
い
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

（
注
�
）
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注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
に
対
し
色
葉
字
類
抄
で
は
、
音
読
形
と
「
シ
リ
ヘ
デ
ニ
シ
バ
ラ
ル
」
と
に
「
面
縛
」
の
文
字
づ
ら
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
辞
字
門
の
「
ユ
フ
」
の
項
目
の
最
後
に
い
ま
一
つ
「
面
縛
」
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
こ
に
「
ユ
ハ
フ
」
の
誤
写
と
お

も
わ
れ
る
訓
読
形
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
田
本
に
存
在
す
る
形
が
、
そ
ろ
っ
て
三
巻
本
色
葉
字
類
抄

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
三
つ
の
形
は
、
小
林
芳
規
氏
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
時
賢
本
白
氏
文
集
の
こ
の

部
分
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
江
家
・
藤
原
日
野
家
・
菅
原
家
の
訓
法
と
し
て
し
め
し
て
い
る
も
の
に
合
致
す �
�る

。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
お
こ
る
の
は
、
色
葉
字
類
抄
が
、
こ
の
ば
あ
い
い
く
つ
か
の
博
士
家
訓
法
を
あ
わ
せ
掲
載
す
る
、
神
田
本
や
時
賢
本

に
近
似
す
る
形
態
の
訓
点
本
か
ら
語
を
収
集
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
、
こ
の
稿
の
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。

　

�
は
、
図
書
寮
本
に
は
「
文
集
」
と
い
う
表
示
が
あ
る
が
、「
墻
有
ー
」
と
い
う
文
字
づ
ら
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
巻
四

『
驪
宮
高
』
の
、
コ
ピ
ー
し
て
し
め
し
た
部
分
に
あ
た
る
と
お
も
わ
れ
る
。
神
田
本
で
は
そ
こ
に
「
ツ
タ
・
コ
ケ
」
の
訓
が
あ
る
。

観
智
院
本
で
も
図
書
寮
本
を
う
け
つ
い
で
「
ツ
タ
」
の
訓
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
色
葉
字
類
抄
で
は
、「
衣
（
ツ
タ
）」

に
関
し
て
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
項
目
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、「
コ
ケ
」
の
項
目
に
は
そ
の
最
後
に
「
衣
」
が
あ
り
、
そ
こ

に
名
義
抄
と
同
じ
く
白
氏
文
集
の
文
面
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
色
葉
の
撰
者
が
「
コ
ケ
」
の
訓
の
み
を
も
つ
白
氏
文
集
か
ら

文
字
を
採
集
し
た
か
、
あ
る
い
は
神
田
本
の
よ
う
な
か
た
ち
の
白
氏
文
集 �
�か

ら
、
こ
の
ば
あ
い
の
訓
と
し
て
は
、「
ツ
タ
」
よ
り

も
「
コ
ケ
」
の
方
が
適
当
と
か
ん
が
え
て
採
集
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
の
共
通

し
た
文
字
づ
ら
か
ら
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
色
葉
字
類
抄
は
、
白
氏
文
集
の
訓
点
本
の
こ
の
部
分
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
稿
の
筆
者
は
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
、
特
に
�
�
�
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
よ
っ
て
、
色
葉
字
類
抄
の
撰
者
が
白
氏
文

集
の
訓
点
本
を
利
用
し
て
こ
の
辞
書
を
編
集
し
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
十
分
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
か
ん
が
え
る
が
、
そ
れ

を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
次
章
以
下
で
さ
ら
に
検
討
を
く
わ
え
よ
う
と
す
る
。

（
注　

）
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三

　

こ
れ
ま
で
は
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
記
事
を
も
と
に
し
て
、
色
葉
字
類
抄
の
項
目
を
検
討
し
て
き
た
が
、
図
書
寮
本
の
該
当

す
る
項
目
は
、
こ
の
稿
の
筆
者
の
か
ん
が
え
で
は
す
で
に
つ
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
図
書
寮
本
の
内
容

を
、
収
載
語
句
の
形
態
を
変
更
し
て
は
い
る
も
の
の
、
か
な
り
よ
く
う
け
つ
い
で
い
る
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
を
手
が
か
り
に
し

て
、
検
討
を
つ
づ
け
る
こ
と
と
す
る
。

　

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
は
基
本
的
に
一
〇
冊
仕
立
て
で
あ
り
、
そ
の
「
法
」
部
の
上
・
中
巻
の
部
分
が
図
書
寮
本
に
あ
た
る
。

そ
れ
は
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、
図
書
寮
本
の
完
本
の
形
の
、
五
分
の
一
強
ほ
ど
の
分
量
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観

智
院
本
が
う
け
つ
い
で
い
る
白
氏
文
集
か
ら
の
語
彙
の
量
は
、
図
書
寮
本
に
残
存
す
る
も
の
を
四
、
五
倍
す
る
と
か
ん
が
え
ら
れ

る
。

　

観
智
院
本
類
聚
妙
義
抄
に
各
種
の
訓
点
本
か
ら
の
語
彙
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
築
島
裕
氏
で
あ �
�る

。
氏

は
、
そ
の
こ
と
を
実
証
的
に
研
究
し
て
い
る
が
、
そ
の
指
摘
の
な
か
に
白
氏
文
集
も
あ
り
、
観
智
院
本
と
神
田
本
白
氏
文
集
を
比

較
し
て
、「
衣
・
擺
・
扶
・
斂
・
時
勢
粧
・
憶
在
・
両
岐
・
脚
下
・
憶
昨
・
曾
経
」
の
各
項
目
の
訓
が
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
築
島
氏
の
論
考
は
、
実
は
図
書
寮
本
が
世
に
あ
ら
わ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
図

書
寮
本
出
現
以
後
に
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
研
究
は
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ま
ず
こ
の
築
島
氏
の
指
摘
を
も
と
に
観
智
院
本
の
検
討
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
が
、
氏
が
指
摘
し

た
語
の
う
ち
、「
衣
（
ツ
タ
）」
は
、
�
に
示
し
た
よ
う
に
図
書
寮
本
の
出
現
に
よ
り
文
集
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
勿
論
「
ツ
タ
」
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
が
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、「
コ
ケ
」
を
め
ぐ
っ
て
は
白
氏
文
集
と
色
葉
字
類
抄

の
関
係
も
証
明
さ
れ
る
。

（
注　

）
��

���
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そ
れ
以
外
の
語
の
う
ち
、「
憶
在
」
以
下
は
色
葉
字
類
抄
に
見
い
だ
さ
れ
ず
、
残
り
の
四
語
を
比
較
し
た
。

　
　

���

「
奮
迅
毛
衣
擺
双
耳
」（
神
田
本
・
巻
四
・
西
涼
伎
・
四
七
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
擺�
正　

ハ
ラ
フ　

ウ
コ
カ
ス　

ウ
チ
ハ
ラ
フ　

ヒ
ラ
ク　

カ
ク　

ハ
タ
ラ
カ
ス　

ト
ル　

カ
マ
フ　
　
　
　
　

�

�（
仏
下
本
・
五
二
）

　
　
﹇
色
﹈　

拂�
ウ
チ
ハ
ラ
フ�
擺�
同
北
買
反

ー
雙
耳

�

（
黒
川
本
・
宇
・
辞
字
）

　
　
﹇
色
﹈
＼�
拂��
ハ
ラ
フ�

ホ
ツ

�
掃�
救
箒
（　

字
略
）�
擺�
搬
（
以
下　

字
略
）（
前
田
家
本
・
波
・
人
事
）

＼ 

＼

��

��

　
　

��

　
「
我
二
児
一
始
扶
床
一
初
坐
」（
神
田
本
・
巻
四
・
母
別
子
・
一
六
〇
）

　
　
﹇
観
名
﹈
扶�
亠
符　

タ
ス
ク　

オ
シ
カ
ゝ
ル　

ス
チ　

カ
ム
カ
フ　

ト
ラ
フ　
　
　

ス
カ
ル　

ウ
ツ　

ツ
ク　

ヒ
ロ
コ
ル　

モ
ツ　

ウ
カ
ツ　

タ
ノ
モ
シ

�

�」�
又
亠
膚　

ハ
フ　

禾
キ
フ

（
仏
下
本
・
五
一
）

　
　
﹇
色
﹈
扶�
ヲ
シ
カ
ゝ
ル

ー
床　
　
　

�

（
前
田
家
本
・
遠
・
辞
字
）

　
　
﹇
色
﹈
扶�
タ
ス
ク�
助
高
（　

字
略
）
傅�
已
上

扶
也

�

（
黒
川
本
・
他
・
人
事
）

��

　
　

��

「
斂
衣
整
巾
潜
涙
垂
」（
神
田
本
・
巻
三
・
伝
戎
人
・
三
五
一
）

　
　
﹇
観
名
﹈
斂��

��（
僧
中
・
六
六
）

　
　
﹇
色
﹈
収�
オ
サ
ム

式
州
反

�

�
納
蔵
斂
入
（　

字
？
略
）（
黒
川
本
・
於
・
辞
字
）

��

　
　

��

「
天
宝
年
中
時
勢
粧
上
陽
人
苦
最
多
」（
神
田
本
・
巻
三
・
上
陽
白
髪
人
・
一
四
〇
）

　
　
﹇
観
名
﹈
時
勢
粧�
イ
マ
ヤ
ウ
ス
カ
タ

（
法
下
・
三
六
）

　
　
﹇
色
﹈
時
勢
粧�
イ
マ
ヤ
ウ

ス
カ
タ　

�

（
前
田
家
本
・
伊
・
畳
字
）

谷
　
字
　
　
ヲ
サ
ム
�

ア
ツ
マ
ル
　
カ
イ
ツ
ク
ロ
フ

���
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�
の
「
擺
」
の
字
に
は
、
神
田
本
・
巻
四
『
西
涼
伎
』
に
「
ハ
ラ
フ
・
ウ
チ
ハ
ラ
フ
・
ナ
ラ
ヘ
ル
」
の
訓
が
あ
る
。
掲
出
し
た

よ
う
に
、
観
智
院
本
の
「
擺
」
の
項
目
に
も
「
ハ
ラ
フ
・
ウ
チ
ハ
ラ
フ
」
の
訓
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
白
氏
文
集
か
ら
の
訓
で
あ
る

こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
色
葉
字
類
抄
で
は
「
ハ
ラ
フ
」
と
「
ウ
チ
ハ
ラ
フ
」
の
項
目
に
「
擺
」
が
見
え
、

「
ウ
チ
ハ
ラ
フ
」
の
こ
の
字
に
「
ー
雙
耳
」
と
い
う
注
が
あ
る
。
こ
れ
は
白
氏
文
集
の
文
句
に
一
致
し
、
あ
き
ら
か
に
そ
こ
か
ら

の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
�
�
の
ば
あ
い
と
お
な
じ
現
象
で
あ
り
、「
ハ
ラ
フ
」
に
も
お
な
じ
字
が
あ
る
こ
と
と
あ
い

ま
っ
て
、
そ
れ
が
白
氏
文
集
の
訓
点
本
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
め
す
と
お
も
わ
れ
る
。

　

�
「
扶
」
も
お
な
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
神
田
本
・
巻
四
『
別
母
子
』
に
「
扶
床
」
と
い
う
文
面
に
「（
タ
ス
ケ
）
ラ
レ
・
オ
シ

カ
ゝ
リ
・
ハ
フ
」
と
い
う
訓
が
あ
り
、
観
智
院
本
の
「
扶
」
の
項
目
に
も
、「
タ
ス
ク
・
オ
シ
カ
ゝ
ル
」
の
訓
が
あ
る
。
色
葉
字
類

抄
の
「
ヲ
シ
カ
ゝ
ル
」
の
項
目
に
も
「
ー
床
」
の
注
記
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
白
氏
文
集
の
こ
の
部
分
か
ら
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。

　
「
扶
床
」
は
、
中
国
で
は
一
般
性
の
あ
る
行
為
と
し
て
、
ふ
る
く
か
ら
文
献
に
用
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
擺

隻
耳
」
ほ
ど
に
は
確
実
性
が
な
い
よ
う
に
も
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
漢
文
の
用
字
と
し
て
あ
ま
り
重
要
と
も
お
も
わ
れ
な

い
「
ヲ
シ
カ
カ
ル
」
を
、
一
項
目
一
字
で
わ
ざ
わ
ざ
立
項
し
て
、
そ
こ
に
そ
の
よ
う
な
注
記
を
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
白
氏
文

集
か
ら
の
も
の
だ
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

�
の
「
斂
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
神
田
本
・
巻
三
『
伝
戎
人
』
に
「
ヲ
サ
メ
・
カ
イ
ツ
ク
ロ
ヒ
」
の
付
訓
が
あ
り
、
観
智
院
本

に
お
な
じ
訓
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
た
か
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
色
葉
字
類
抄
で
は

神
田
本
で
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
「
ヲ
サ
ム
」
に
の
み
こ
の
字
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
が
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
と

す
る
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　

�
の
「
時
勢
粧
」
は
、
作
品
名
を
ふ
く
め
て
神
田
本
に
お
な
じ
文
字
づ
ら
が
四
例
あ
る
。
巻
三
『
上
陽
白
髪
人
』
に
は
「
イ
マ

���
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ヤ
ウ
ス
カ
タ
」
が
別
の
三
つ
の
訓
法
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
色
葉
字
類
抄
の
項
目
は
、
字
づ
ら
ば
か
り
か
、
訓
も
神
田
本
が

合
点
を
付
し
て
い
る
そ
れ
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
が
い
な
く
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

四

　

以
上
、
前
々
節
・
前
節
で
の
べ
た
よ
う
な
二
つ
の
方
向
か
ら
し
て
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
は
白
氏
文
集
の
訓
点
本
を
も
と
に

項
目
を
立
て
て
い
る
も
の
が
数
例
見
い
だ
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
、
そ
れ
ら
の
例
を
参
考
に
し
、
神
田
本
と
観
智
院
本
と
を
照
合
し
て
、

白
氏
文
集
の
な
か
に
色
葉
字
類
抄
の
項
目
と
し
て
と
り
い
れ
ら
れ
た
部
分
を
さ
ら
に
さ
ぐ
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
の
ば
あ
い
、
参
考
と
な
る
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

Ⅰ　

色
葉
字
類
抄
の
項
目
が
白
氏
文
集
に
よ
る
と
お
も
わ
れ
る
例
で
は
、
音
合
符
が
付
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
を
ふ
く
め
て
、

神
田
本
で
複
数
の
訓
法
が
し
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
。（
�
�
�
�
�
�
）

Ⅱ　

色
葉
字
類
抄
で
は
、
Ⅰ
の
よ
う
な
ば
あ
い
、
そ
の
よ
う
な
訓
法
を
複
数
、
辞
書
の
項
目
と
し
て
と
り
こ
ん
で
い
る
と
か

ん
が
え
ら
れ
る
ば
あ
い
が
あ
る
。（
�
�
�
�
）。

Ⅲ　

色
葉
字
類
抄
の
項
目
に
は
、
白
氏
文
集
の
本
文
そ
の
も
の
と
お
も
わ
れ
る
注
記
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。（
�
�
�
�
）

Ⅳ　

色
葉
字
類
抄
の
畳
字
門
所
収
の
訓
読
語
に
対
し
て
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
で
お
な
じ
文
字
づ
ら
の
訓
読
語
句
が
見
い

だ
さ
れ
る
ば
あ
い
が
あ
る
。（
�
�
�
�
）

　

Ⅰ
に
つ
い
て
い
う
と
、
神
田
本
に
複
数
の
訓
法
が
し
め
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
く
つ
か
の
博
士
家
の
訓
法
が
集
積
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
、
別
の
見
か
た
を
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
解
釈
や
訓
法
が
わ
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、「
面
縛
」
の
場
合
が
よ
い
例
で
あ
る
が
、
Ⅰ
の
ば
あ
い
の
な
か
か
ら
、
い
く
つ
か
の

���
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訓
法
が
別
項
目
と
し
て
別
々
の
部
分
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
序
文
中
の
点
線
部
分
に
言
う
「
文
字
且
千
、
訓
解

非
一
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
が
、
個
々
の
訓
法
が
完
全
な
あ
や
ま
り
と
判
断
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
辞
書
の
項
目

と
し
て
掲
載
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

Ⅳ
は
、
色
葉
字
類
抄
が
白
氏
文
集
の
語
句
の
訓
読
形
を
畳
字
門
に
登
載
す
る
一
方
、
観
智
院
本
が
図
書
寮
本
の
白
氏
文
集
か
ら

の
訓
読
熟
語
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
う
け
つ
い
で
い
る
た
め
に
お
こ
る
現
象
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
観
智
院
本
に
色
葉
字
類
抄
と
お
な
じ
よ
う
な
訓
読
の
語
句
が
見
い
だ
さ
れ
る
ば
あ
い
は
、
そ
れ
が
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
勿
論
、
そ
の
よ
う
に
観
智
院
本
が
図
書
寮
本
の
項
目
を
そ
の
ま
ま
う
け
つ
ぐ
の
は
、

白
氏
文
集
の
ば
あ
い
に
か
ぎ
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
の
み
に
よ
り
白
氏
文
集
か
ら
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
神
田
本
を
資
料
と
し
て
、
い
わ
ば
手
あ
た
り
次
第
に
語
句
を
探
索
し
て
、
両
者
が
一
致
し
て
い
る
と
お
も

わ
れ
る
例
が
相
当
数
見
い
だ
さ
れ
た
が
、
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
の
は
、

�
か
ら
�
ま
で
の
二
二
例
で
あ
る
。
単
字
の
ば
あ
い
と
熟
語
の
ば
あ
い
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
単
字
を
さ
き
に
し
め
す
。
ま

た
、
説
明
の
都
合
上
か
な
ら
ず
し
も
白
氏
文
集
で
の
出
現
順
序
に
は
し
た
が
わ
な
い
。

　
　

��

「
箭
孔
刀
痕
満
枯
身
」（
神
田
本
・
巻
三
・
蛮
子
朝
・
三
一
三
）

　
　
﹇
色
﹈�
痕��
キ
ス
ト
コ
ロ

刀
ー　
　
　

又
キ
ス　
　

�

（
前
田
家
本
・
木
・
人
体
）

コ
ン

　
　
﹇
色
﹈�
痕��
ア
ト　
　
　
　

又
キ
ス
ト
コ
ロ

�

（
前
田
家
本
・
阿
・
人
体
）

コ
ン

　
　
﹇
観
名
﹈
痕�
何
恩
反　

ア
ト　

キ
ス　

カ
ク
ル　

ア
サ　

カ
サ
ト
コ
ロ　

キ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　

�

�（
法
下
・
一
二
七
）

���
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��

「
典
桑
売
地
納
官
租
」（
神
田
本
・
巻
四
・
杜
陵
叟
・
一
二
五
）

　
　
﹇
色
﹈�
貰��
ヲ
キ
ノ
ル

ー
酒　
　

�

��
�
�
�
典��
桑
也�
貸�
已
上
同

（
前
田
家
本
・
遠
・
辞
字
）

＼ 

＼

　
　
﹇
観
名
﹈
典�
丁
殄
メ　

主
　ゝ

ノ
リ

ツ
カ
サ　

ヨ
シ　

ツ
ネ

�

�

」
ヲ
キ
ノ
ル　

ツ
カ
サ
ト
ル

カ
フ　

禾
チ
ン　
　
　
　

�

　
�（
仏
下
末
・
二
五
）

　
　

��

�「
暁
駕
炭
車
輾
氷
轍
」（
神
田
本
・
巻
四
・
売
炭
翁
・
一
五
〇
）

　
　
　
﹇
色
﹈
研�
キ
シ
ル�
輾�

同　
　

又
乍
碾

車
ー　

云
展　

�

（
前
田
家
本
・
木
・
辞
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
輾��

�（
僧
中
・
八
四
）

　
　

��

　
「
人
心
好
悪
苦
不
常
」（
神
田
本
・
巻
三
・
大
行
路
・
一
九
一
）

　
　
﹇
色
﹈�
甚��
ハ
ナ
ハ
タ　
　
　

又
ハ
ナ
ハ
タ
シ

�

�
太��
劇�
籍�
孔�

＼ 

＼ 

＼ 

＼
�
己��
已
上　
　
　

ハ
ナ
ハ
タ
シ

�

�
厥
好

キ

�
苦�
良
（
�
字
略
）
殊�
已
上　
　
　

ハ
ナ
ハ
タ
シ

�

（
前
田
家
本
・
波
・
辞
字
）

＼

　
　
　
﹇
観
名
﹈
苦��

（
僧
上
・
六
）

　
　

��

「
又
逢
今
歳
苦
寒
天
」（
巻
三
・
馴
犀
・
二
八
〇
）

　
　
　
﹇
色
﹈
最�
イ
ト�
苦
丁�
已
上
同

（
前
田
家
本
・
伊
・
辞
字
）

　
　

��

「
雲
濤
煙
浪
最
深
処
人
伝
」（
巻
三
・
海
漫
々
・
九
〇
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈�

�
祖
外
反　

又
才
句
反　

モ
ト
モ　

ア
ツ
マ
ル　

イ
ト　

ス
ク
ル　

ア
ツ
ム

ハ
シ
メ　

ク
タ
ク　
　

亦
最　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禾
サ
イ　

�

（
法
下
・
五
四
）

＼
�
＼
�
＼
�

女
展
メ
　
車
ー
　
ヒ
ク
　
メ
ク
ラ
ス
　
ト
ミ
ヲ
　
ス
ル
　
ニ
シ
ル
　
　
猪
メ
�

或
展
字
ヽ
　
ヽ
　
ク
ヒ
キ
　
キ
シ
ル
　
車
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

空
戸
メ　

ク
ル
シ
フ　

ネ
ム
コ
ロ　

ハ
ナ
ハ
タ　

ニ
カ
シ　

ユ
カ
ム　

イ
ト　

ア
シ　

キ
ハ
ム　

イ
カ
シ

ス
ヘ
シ　

タ
シ
ナ
ミ
ツ
ゝ　

ス
ム
月　

サ
ヤ
カ
ナ
リ
月　
　
　
　

禾
ク

���

�白氏文集と色葉字類抄



　
　

��

「�

来
一
百
九
十
載
天
下
至
今
歌
舞
之
」（
神
田
本
・
巻
三
・
七
徳
舞
・
六
一
）

　
　
　
﹇
色
﹈�

来�
ソ
レ
ヨ
リ

（
黒
川
本
・
曽
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
ー
（�

）
来�
シ
カ
シ
テ
ヨ
リ　
　

ソ
レ
ヨ
リ　
　
　

�

�（
僧
中
・
三
）

　
　

��

「
海
漫
々
直
下
無
底
旁
無
辺
」（
神
田
本
・
巻
三
・
海
漫
々
・
八
九
）

　
　
　
﹇
色
﹈
直
下�
ミ
ヲ
ロ
ス

（
黒
川
本
・
美
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
直
ー
（
下
）
ト
ミ
オ
ロ
セ
ハ

�̈（
仏
上
・
七
四
）

　
　

��

「
一
閉
上
陽
多
少
春
」（
神
田
本
・
巻
三
・
上
陽
白
髪
人
・
一
二
六
）

　
　
﹇
色
﹈
幾
多�
イ
ク
ソ
ハ
ク

イ
ク
ハ
ク
ソ

�

�
幾
何�
イ
ク
ハ
ク

（
�
語
略
）
多
少�
同

（
前
田
家
本
・
伊
・
畳
字
）

　
　
﹇
観
名
﹈
多
少�
イ
ク
ソ
ハ
ク

ソ
コ
ハ
ク　

�

（
法
下
・
一
三
五
）

　
　

��

「
聞
道
雲
南
有
濾
水
」（
神
田
本
・
巻
三
・
新
豊
折
臂
翁
・
一
六
六
）

　
　
﹇
色
﹈
聞�
�
イ
フ
ナ
ラ
ク

（
前
田
家
本
・
伊
・
畳
字
）

　
　
﹇
観
名
﹈
聞
ー
（
道
）
イ
フ
ナ
ラ
ク

（
仏
上
・
四
五
）

　
　

��

「
始
知
孤
負
平
生
耳
」（
神
田
本
・
巻
三
・
五
弦
弾
・
二
九
八
）

　
　
　
﹇
色
﹈
孤
負�
ソ
ム
ク

（
黒
川
本
・
曽
・
畳
字
）

���
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﹇
観
名
﹈
ー
（
孤
）
負�
ソ
ム
ク

（
法
下
・
一
三
九
）

　
　

��

　
「
一
人
出
兮
不
容
易
」（
巻
四
・
驪
宮
�
・
四
）

　
　
　
﹇
色
﹈
容
易�
タ
ヤ
ス
シ�

造
次�
同

（
黒
川
本
・
他
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
ー
（
容
）
易�
タ
ヤ
ス
シ

（
法
下
・
五
〇
）

　
　

��

「
柏
城
尽
日
風
蕭
瑟
」（
神
田
本
・
巻
四
・
陵
園
妾
・
二
一
〇
）

　
　
　
﹇
色
﹈
終
日�
ヒ
ネ
モ
ス
ニ�
盡
日�
ヒ
ネ
モ
ス
ニ�
終
朝�
同

（
前
田
家
本
・
飛
・
天
象
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
盡
ー
（
日
）　
ネ　
　
　

ヒ
メ
モ
ス
ニ

�

�
終
ー�
同　
　
　
　

ー
ー
ム
ス
ニ

�

（
仏
中
・
八
五
）

　
　

���

「
杜
陵
頭
畢
竟
悲
風
吹
」（
神
田
本
・
巻
三
・
海
漫
々
・
九
六
）

　
　
　
﹇
色
﹈
遂�
ツ
ヒ
ニ�
終
聿
竟�
畢
ー

（　

字
略
）
匠�
已
上

遂
也

�

（
黒
川
本
・
津
・
辞
字
）

��

　
　
　
﹇
色
﹈
畢
竟�
ヒ
チ
キ
ヤ
ウ

（
前
田
家
本
・
飛
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
畢
ー
（
竟
）
ツ
ヒ
ニ

（
仏
下
末
・
一
六
）

　
　

��

「
芙
蓉
芍
薬
苦
尋
常
」（
神
田
本
・
巻
四
・
牡
丹
芳
・
九
六
）

　
　
﹇
色
﹈�
尋
常��
シ
ム
シ
ヤ
ウ

（
前
田
家
本
・
師
・
畳
字
）

ヨ
ノ
ツ
ネ

　
　
﹇
色
﹈
尋
常�
ヨ
ノ
ツ
ネ

（
前
田
家
本
・
与
・
畳
字
）

　
　
﹇
観
名
﹈
ー
（
尋
）
常�
ト
コ
ト
ハ　

イ
ナ
ハ
ナ　

ヨ
ノ
ツ
ネ

（
法
下
・
一
四
三
）

���

�白氏文集と色葉字類抄



　
　

��

「
翠
娥
髣
髴
平
生
貌
不
似
」（
神
田
本
・
巻
四
・
李
夫
人
・
一
九
四
）

　
　
﹇
色
﹈�
髣

髴
��ハ
ウ
ヒ

（
前
田
家
本
・
波
・
畳
字
）

ホ
ノ
カ
ナ
リ

　
　
﹇
色
﹈�
髣
髴���

�（
前
田
家
本
・
保
・
畳
字
）

ハ
ウ
ヒ

　
　
﹇
観
名
﹈
髣�
芳
雨
反　

ー
髴　

ホ
ノ
メ
ク

ホ
ノ
カ
ニ　
　
　
　
　
　
　

�

（
仏
下
本
・
三
七
）

　
　

���

「
同
時
採
択
百
余
人
零
落
年
深
」（
神
田
本
・
巻
三
・
上
陽
白
髪
人
・
一
二
七
）

　
　
　
﹇
色
﹈
採
擇�
同　
　
　

サ
イ
タ
ク

�

（
前
田
家
本
・
佐
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈��

�（
前
田
家
本
・
江
・
辞
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
採
擇�
ト
リ
エ
ラ
フ

（
仏
下
本
・
七
四
）

　
　

��

「
既
来
何
苦
不
須
臾
」（
神
田
本
・
巻
四
・
李
夫
人
・
一
九
三
）

　
　
　
﹇
色
﹈�
須
臾��
同　シ

ユ

�

（
前
田
家
本
・
師
・
畳
字
）

シ
ハ
ラ
ク

　
　
　
﹇
観
名
﹈
須
ー
（
臾
）
シ
ハ
ラ
ク

（
仏
下
末
・
二
六
）

　
　

���

「
聴
之
不
覚
心
平
和
」（
神
田
本
・
巻
三
・
五
弦
弾
・
三
〇
三
）

　
　
　
﹇
色
﹈
不
覺�
人
情
部

フ
カ
ク

�

（
黒
川
本
・
布
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈
覺�
オ
ホ
ユ

不
ー

�

�
悟
解
（
�
字
略
）
省�
已
上
同

又
オ
ク

�

（
黒
川
本
・
於
・
辞
字
）

ホ
ノ
カ
ナ
リ

又
乍
　
佛
　

���
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��

「
々
々
（
玉
簪
）
欲
成
中
央
折
瓶
沈
」（
神
田
本
・
巻
四
・
井
底
引
銀
瓶
・
二
四
六
）

　
　
　
﹇
色
﹈
中
央�
同　
　
　

チ
ウ
ヤ
ウ

�

（
前
田
家
本
・
池
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈
半�
ナ
カ
ハ　

物
中
分
也

�

��
央��
中
ー

同　
�

（
黒
川
本
・
那
・
方
角
）

ア
ウ

　
　

��

「
松
門
到
暁
月�
�

」（
神
田
本
・
巻
四
・
陵
園
妾
・
二
一
〇
）

　
　
　
﹇
色
﹈�

�

�
�
�
ハ
イ
ク
ワ
イ

行
歩
分　
　

�

（
前
田
家
本
・
波
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈�
盤

桓
��タ
チ
モ
ト
ヲ
ル�
彷
徨�
同　
　
　
　

又
タ
ゝ
ス
ム

�

�
踟�
�
同

（
�
語
略
）�

�
�
同　
　
　
　

又
タ
ゝ
ス
ム

�

�
（
黒
川
本
・
他
・
畳
字
）

ハ
ン
ク
ワ
ン

　
　
　
﹇
観
名
﹈
徘
徊�
見
人
部　

タ
ゝ
ス
ム

タ
チ
モ
ト
ホ
ル　
　

�

�
（
仏
上
・
四
〇
）

　
　

��

「
嬋
娟
両
鬢
秋
蝉
翼
」（
神
田
本
・
巻
四
・
井
底
引
銀
瓶
・
二
四
八
）

　
　
　
﹇
色
﹈�
嬋
媛��
タ
ヲ
ヤ
カ
也

又
タ
ワ
ム　

�

（
�
語
略
）
嬋
娟�
同　
　
　

又
タ
ワ
ム

�

（
黒
川
本
・
他
・
畳
字
）

セ
ン
エ
ン

　
　
　
﹇
観
名
﹈
娟�
烏
玄
反

嬋
ー　

�

�
嬋
ー
（
娟
）
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ　

亠
禅
指
捐
ヨ
シ　

ソ
ヒ
ヤ
カ
ナ
リ　

�

�（
仏
中
・
一
二
）

�

タ
チ
モ
ト
ヲ
ル

���

�白氏文集と色葉字類抄



五

　

前
節
に
し
め
し
た
用
例
に
つ
い
て
説
明
を
お
こ
な
う
。
�
は
、
巻
三
『
蛮
子
朝
』
に
あ
る
「
痕
」
字
に
「
キ
ズ
ト
コ
ロ
」
と

「
ア
ト
」
の
訓
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
色
葉
字
類
抄
に
は
対
応
す
る
二
つ
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
一
方
の
「
キ
ズ
ト
コ
ロ
」
に

「
刀
ー
」
と
注
が
あ
る
が
、
こ
の
注
は
文
集
の
こ
の
本
文
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
白
氏
文
集
の
「
キ
ズ
ト
コ
ロ
」

は
、
そ
の
訓
に
「
江
」
と
注
す
る
伝
本
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
が
大
江
家
の
訓
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い �
�る

こ
と
も
、
そ
の
感

を
ふ
か
め
る
。
た
だ
し
、
観
智
院
本
で
は
「
痕
」
の
項
目
に
「
ア
ト
」
の
語
は
見
え
る
が
、「
キ
ズ
ト
コ
ロ
」
は
な
い
。

　

�
は
、
巻
四
・『
杜
陵
叟
』
の
「
典
」
の
字
に
「
カ
ヒ
・
ウ
リ
ヌ
・
オ
キ
ノ
リ
・
ツ
ク
リ
」
の
訓
が
あ
り
、
合
点
で
「
オ
キ
ノ

リ
」
を
選
択
し
て
い
る
が
、
色
葉
字
類
抄
は
「
ヲ
キ
ノ
ル
」
に
の
み
こ
の
字
を
登
載
す
る
。
し
か
も
、
字
の
下
に
「
桑
也
」
と
注

記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
白
氏
文
集
の
こ
の
部
分
を
う
け
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。「
オ
ギ
ノ
ル
」
の
は
「
桑
」
ば
か
り
と
か
ぎ
ら

な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
か
ん
が
え
な
い
と
こ
の
注
が
理
解
で
き
な
い
。
観
智
院
本
で
は
、「
典
」
に
「
ヲ
キ
ノ
ル
」
と
「
カ
フ
」

の
訓
が
あ
る
。

　

�
は
、『
売
炭
翁
』
の
一
節
で
あ
る
。「
輾
」
に
「
キ
シ
ル
・
ス
ル
」
の
訓
が
あ
る
。
色
葉
字
類
抄
で
は
「
キ
シ
ル
」
の
項
目
の

こ
の
字
に
「
車
ー
」
の
注
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
売
炭
翁
の
文
句
に
相
当
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
こ

の
字
に
も
「
車
ー
」
の
字
面
が
二
度
に
わ
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
一
つ
め
の
そ
れ
は
以
下
の
「
ス
ル
」
な
ど
に
対
し
て
い
る
と
お

も
わ
れ
、
二
つ
め
は
そ
の
上
部
に
「
キ
シ
ル
」
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
例
は
、
Ⅰ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
三
つ
の
意
味
で
白
氏
文
集

か
ら
の
出
典
を
か
ん
が
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
売
炭
翁
の
「
車
輾
」
は
熟
語
で
は
な
い
が
、
色
葉
字
類
抄
や
名
義
抄
が
摘
出
す
る

の
は
、
�
�
の
よ
う
に
熟
語
と
は
か
ん
が
え
ら
れ
な
い
漢
字
の
連
接
の
ば
あ
い
も
あ
る
。

　

�
は
、「
苦
」
を
「
ハ
ナ
ハ
ダ
」
と
訓
読
す
る
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
神
田
本
に
他
に
数
例
あ
り
、『
大
行
路
』
の
こ

（
注　

）
��

���
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の
部
分
か
ら
採
集
さ
れ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
苦
」
の
字
の
こ
の
用
法
は
、
唐
代
白
話
語
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
色
葉
字
類
抄
に
収
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
い
て
は
、
白
氏
文
集
と
の
関
係
を
ぬ

き
に
し
て
は
か
ん
が
え
ら
れ
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
観
智
院
本
の
「
苦
」
の
項
目
に
も
「
ハ
ナ
ハ
ダ
」
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

�
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
神
田
本
『
馴
犀
』
に
は
「
苦
」
字
に
「
イ
ト
」
の
訓
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
ハ
ナ
ハ
ダ
」
の
「
苦
」

と
お
な
じ
用
法
に
和
文
調
の
語
で
あ
る
「
イ
ト
」
の
訓
を
あ
た
え
た
も
の
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
神
田
本
は
、
最
終
的
に

こ
の
用
法
を
選
択
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
部
分
を
そ
の
よ
う
に
訓
読
す
る
訓
点
本
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
色
葉
字
類
抄
に
も

「
イ
ト
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
苦
」
が
見
え
る
。
神
田
本
の
こ
の
例
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
金
沢
文
庫
本
の
『
長
恨
歌
』
に
お
な
じ
よ
う
な
例
が
見
い
だ
さ
れ �
�る

。
他
の
訓
点
本
か
ら
は
こ
の
語
の
存
在
が
報
告

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
色
葉
字
類
抄
は
、
白
氏
文
集
の
こ
の
二
つ
の
部
分
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
い
る
蓋
然
性
が
た
か
い

と
お
も
わ
れ
る
。
観
智
院
本
の
「
苦
」
の
項
目
に
は
、「
ハ
ナ
ハ
ダ
」「
イ
ト
」
と
も
に
存
す
る
。

　

さ
ら
に
、
�
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
神
田
本
『
海
漫
々
』
で
「
最
」
字
の
左
訓
に
「
イ
ト
」
が
あ
り
、
色
葉
字
類
抄
で
も
�
の

ば
あ
い
と
お
な
じ
項
目
に
「
最
」
字
が
あ
る
。「
最
」
を
「
イ
ト
」
と
訓
ず
る
の
は
、
大
江
家
の
訓
法
で
あ
る
こ
と
が
小
林
芳
規
に

よ
り
指
摘
さ
れ
て
い �
�る

が
、
こ
の
字
に
「
イ
ト
」
の
訓
を
も
つ
訓
点
本
は
、
白
氏
文
集
以
外
に
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

り
、
こ
れ
も
白
氏
文
集
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
観
智
院
本
の
「
最
」
に
も
「
イ
ト
」
の
訓
が
存
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
神
田
本
の
単
字
に
色
葉
字
類
抄
と
一
致
す
る
訓
や
音
が
存
す
る
例
は
お
お
い
が
、
そ
れ
ら
は
判
断
の
材
料
に
と

ぼ
し
く
、
と
り
あ
げ
な
い
。

　

�
以
下
は
漢
字
二
字
の
ま
と
ま
り
が
、
主
に
色
葉
字
類
抄
の
畳
字
門
に
と
ら
れ
て
い
る
ば
あ
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
お
、
音

読
熟
語
に
は
、
と
り
あ
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
も
神
田
本
と
色
葉
字
類
抄
と
が
一
致
す
る
例
が
、
動
・
植
物
名
を
の
ぞ
い
て
も
か
な

り
あ �
�る

が
、
そ
れ
ら
は
、
白
氏
文
集
以
外
の
文
献
か
ら
で
も
採
集
で
き
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
ば
あ
い
が
お
お
く
、
判
断
の
材
料

（
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に
と
ぼ
し
く
、
と
り
あ
げ
な
い
。

　

ま
ず
訓
読
の
み
の
語
か
ら
と
り
あ
げ
る
。
�
は
、「�

来
」
を
色
葉
字
類
抄
で
「
ソ
レ
ヨ
リ
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
音
読
形

は
掲
載
さ
れ
て
な
い
。
神
田
本
『
七
徳
舞
』
の
例
に
「
ソ
レ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
・
シ
カ
シ
テ
ヨ
リ
」
の
二
つ
訓
が
あ
り
、
訓
合
符
の

み
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
に
も
こ
の
か
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、「
ソ
レ
ヨ
リ
」
と
「
シ
カ
シ
テ
ヨ
リ
」
の
二
訓
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
者
相
互
に
微
妙
に
相
違
す
る
が
、
色
葉
字
類
抄
の
項
目
が
白
氏
文
集
を
出
典
と
し
て
い
る
可
能

性
は
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
な
お
、
三
巻
本
に
い
た
る
以
前
の
色
葉
字
類
抄
の
形
態
を
つ
た
え
る
世
俗
字
類
抄
と
二
巻
本
に
は
、

訓
は
「
ソ
レ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
」
で
し
め
さ
れ
て
い
る
。

　

�
は
、
色
葉
字
類
抄
で
「
直
下
」
に
「
ミ
ヲ
ロ
ス
」
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
神
田
本
巻
三
『
海
漫
々
』
に
も
お
な
じ
よ

う
に
あ
る
。
神
田
本
に
は
い
ま
一
つ
左
が
わ
に
付
し
た
訓
が
あ
り
、「
ト
ミ
ク
ダ
セ
バ
」と
し
て
お
り
、
音
合
符
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
ば
あ
い
文
選
読
み
を
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
観
智
院
本
も
「
ト
ミ
オ
ロ
セ
バ
」
と
文
選
読
み
を
し
て
い
る
。
神
田
本
の

右
訓
と
色
葉
字
類
抄
の
「
ミ
ヲ
ロ
ス
」
は
、
文
選
読
み
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
よ
く
一
致
す
る
と
お
も
わ
れ

る
。

　

�
に
つ
い
て
は
、
色
葉
字
類
抄
で
「
多
少
」
が
「
イ
ク
ソ
バ
ク
・
イ
ク
バ
ク
ゾ
」
の
項
目
に
存
す
る
。
こ
の
「
多
少
」
は
、
現

在
も
中
国
語
で
使
用
さ
れ
る
疑
問
詞
と
し
て
の
用
法
で
、
中
古
漢
語
の
白
話
語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
神
田
本
で
は
『
上

陽
白
髪
人
』
に
「
イ
ソ
コ
ハ
ク
」
と
い
う
訓
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
イ
ク
ソ
バ
ク
」
が
「
ソ
コ
バ
ク
」
と
コ
ン
タ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
た
語
形
で
あ
っ
て
「
イ
ク
ソ
バ
ク
」
と
お
な
じ
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
観
智
院
本
に
も
相
当
す
る

形
が
あ
り
、
こ
れ
も
白
氏
文
集
か
ら
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　
「
多
少
」
に
関
連
し
て
、
同
様
に
白
話
語
の
疑
問
詞
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
「
早
晩
」
を
と
り
あ
げ
る
。

���
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��

「
台
中
元
侍
御
早
晩
作
郎
官
」（
金
沢
文
庫
本
・
巻
六
・
朝
帰
書
寄
元
八
）

　
　
﹇
色
﹈
早
晩�
イ
ツ
カ�
（
前
田
家
本
・
伊
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈��

」��

（
仏
中
・
一
〇
一
）

こ
の
語
は
、
色
葉
字
類
抄
に
「
イ
ツ
カ
」
と
い
う
訓
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
で
も
熟
語
「
早
晩
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
項
目
は
、
原
撰
本
か
ら
改
編
本
へ
の
改
編
途
中
と
お
も
わ
れ
る
状
態
を
呈
す
る
が
、
そ
の
二
行
割
り
で
掲
出
さ
れ

た
訓
の
最
後
の
行
に
縦
線
二
本
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
早
晩
」
を
し
め
す
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
の
あ
と
に
「
イ
ツ
カ
」

と
あ
る
。
神
田
本
に
付
訓
さ
れ
た
用
例
が
な
く
、
金
沢
文
庫
本
か
ら
付
訓
さ
れ
た
例
を
し
め
し
た
が
、「
早
晩
」
は
白
氏
文
集
に
他

に
も
用
例
が
お
お
く
、
主
に
こ
の
文
献
に
よ
り
こ
の
用
法
が
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ �
�る

。
こ
の
稿
の
筆
者
に

と
っ
て
は
、
こ
の
語
が
色
葉
字
類
抄
と
観
智
院
本
の
両
方
に
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
も
、
こ
の
研
究
を
開
始
す
る
一
つ

の
動
機
と
な
っ
て
い
る
。

　

�
「
イ
フ
ナ
ラ
ク
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
「
聞
道
」
も
、
唐
代
の
白
話
語
と
言
わ
れ
て
い �
�る

。
こ
の
語
は
、
長
恨
歌

に
も
あ
ら
わ
れ
の
で
、
色
葉
字
類
抄
が
巻
三
『
新
豊
折
臂
翁
』
の
こ
の
部
分
に
も
と
づ
い
て
立
項
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
観
智
院
本
に
も
該
当
す
る
形
が
あ
り
、
こ
れ
が
白
氏
文
集
の
関
係
し
た
項
目
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と

と
お
も
わ
れ
る
。

　

�
「
孤
負
」、
�
「
容
易
」、
�
「
盡
日
」
も
、
こ
れ
ま
で
の
項
目
と
同
様
に
神
田
本
と
色
葉
字
類
抄
で
訓
読
形
が
し
め
さ
れ
、

観
智
院
本
で
も
該
当
す
る
形
が
あ
ら
わ
れ
る
。「
孤
負
」「
容
易
」
は
、
白
氏
文
集
で
も
用
例
が
す
く
な
く
（
各
三
例
）、
白
氏
文
集

か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
掲
示
し
た
部
分
か
ら
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
た
か
い
と
お
も
わ
れ
る
。「
盡
日
」
は
長
恨
歌
に
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も
用
例
が
あ
る
。

　

�
「
畢
竟
」
は
、
神
田
本
『
海
漫
々
』
で
「
ツ
ヒ
ニ
」
と
訓
読
さ
れ
、
観
智
院
本
に
も
該
当
す
る
形
が
あ
る
。
色
葉
字
類
抄
に

も
「
ツ
ヒ
ニ
」
の
項
目
中
に
「
竟
」
字
に
付
随
す
る
か
た
ち
で
こ
の
語
形
が
見
え
る
が
、
別
に
音
読
形
も
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
�
〜
�
と
は
こ
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
形
は
、
索
引
に
よ
れ
ば
白
氏
文
集
で
も
あ
ま
り
用
例
が
お
お

く
な
く
（
五
例
）、
巻
三
・
四
で
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
の
も
の
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

�
か
ら
�
ま
で
は
、
神
田
本
と
色
葉
字
類
抄
で
熟
語
形
が
音
読
と
訓
読
の
両
方
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
�
「
尋
常
」

�
「
髣
髴
」
と
も
に
神
田
本
で
音
読
形
と
訓
読
形
が
し
め
さ
れ
、
音
合
符
に
合
点
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
色
葉
字
類
抄

で
は
、
と
も
に
音
読
形
と
訓
読
形
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
観
智
院
本
で
同
じ
文
字
づ
ら
が
掲
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
一

致
す
る
訓
が
観
智
院
本
に
存
す
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
�
「
細
砕
」
�
の
「
面
縛
」
の
ば
あ
い
に
似
て
お
り
、
白
氏
文
集
の
訓
点

本
が
出
典
に
な
っ
て
い
る
蓋
然
性
が
た
か
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　

�
「
採
擇
」
�
「
須
臾
」
も
�
�
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
採
擇
」
で
は
訓
読
形
は
「
エ
ラ
ブ
」
の
項
目
中
に
「
擇
」

字
に
「
採
」
を
添
加
す
る
形
で
し
め
さ
れ
て
お
り
、「
採
」
の
訓
も
不
明
で
あ
る
。
観
智
院
本
に
は
該
当
す
る
文
字
づ
ら
に
「
ト
リ

エ
ラ
ブ
」
の
訓
が
あ
る
。「
須
臾
」
に
つ
い
て
訓
読
形
は
、
音
読
形
の
項
目
の
な
か
に
し
め
さ
れ
て
い
て
独
立
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
観
智
院
本
に
該
当
す
る
文
字
づ
ら
が
存
し
、「
シ
ハ
ラ
ク
」
の
訓
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

　

�
「
不
覺
」
�
「
中
央
」
は
、
色
葉
字
類
抄
で
訓
読
形
を
「
覺
（
オ
ボ
ユ
）」「
央
（
ナ
カ
バ
）」
に
付
加
し
て
し
め
し
て
い
る
こ

と
に
お
い
て
�
と
共
通
す
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
神
田
本
・
色
葉
字
類
抄
と
も
に
音
・
訓
両
形
を
掲
示
す
る
の
で
と
り
あ
げ
る
。

し
か
し
、
観
智
院
本
に
該
当
す
る
か
た
ち
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。

　

�
「�
�

」
�
「
嬋
娟
」
は
、
神
田
本
で
音
読
形
で
し
か
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「�
�

」
は
、
色
葉
字
類
抄
で
音
・

訓
両
形
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
嬋
娟
」
は
、
訓
読
形
し
か
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
両
者
と
も
に
観
智
院
本
に

���

人文科学研究　第 121 輯�



は
該
当
す
る
か
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

�
か
ら
�
ま
で
の
色
葉
字
類
抄
の
熟
語
語
彙
に
つ
い
て
は
、
神
田
本
と
の
音
読
・
訓
読
の
対
応
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
単
字
の

場
合
ほ
ど
に
は
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
た
か
く
な
い
も
の
も
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
、
�
�
の
ば
あ
い
の

よ
う
に
、
色
葉
字
類
抄
が
神
田
本
白
氏
文
集
を
利
用
し
て
項
目
を
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
と
お
も
わ
れ
る

例
も
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
観
智
院
本
と
の
項
目
形
の
一
致
を
傍
証
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
白
氏
文
集
が
利
用
さ
れ
て
い
る
ば
あ

い
も
、
か
な
り
お
お
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

以
上
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
神
田
本
と
お
な
じ
よ
う
な
、
各
種
の
白
氏
文
集
の
訓
点
を
集
積
し
た
訓
点
本
が
院
政
期
ご
ろ
他
に

も
あ
り
、
色
葉
字
類
抄
が
そ
れ
に
よ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
こ
と
は
、
十
分
に
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
か
と
お
も
わ
れ
る
。
鎌
倉
の
後
期

に
も
の
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
時
賢
本
と
言
わ
れ
る
白
氏
文
集
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
、
博
士
家
各
流
の
訓
点
を
集
積

し
た
か
た
ち
も
の
で
あ �
�る

こ
と
が
そ
れ
を
う
ら
づ
け
る
し
、
鎌
倉
初
期
の
金
沢
文
庫
本
に
も
そ
の
よ
う
な
性
格
が
か
な
り
濃
厚
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
中
世
の
写
本
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
性
格
の
看
取
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。
お
そ
ら
く
、
平
安
後
期

以
降
の
白
氏
文
集
に
つ
い
て
の
学
問
は
、
そ
の
よ
う
に
諸
博
士
家
の
訓
法
を
と
り
あ
つ
め
、
比
較
し
て
み
る
方
向
に
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
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六

　

こ
れ
ま
で
は
、
神
田
本
白
氏
文
集
巻
三
・
巻
四
を
対
象
に
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
文
集
巻
三
・
巻
四
と
と
も
に

平
安
時
代
に
重
ん
じ
ら
れ
た
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
引
（
行
）』
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
勿

論
神
田
本
に
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
が
、
さ
い
わ
い
に
鎌
倉
初
期
の
伝
本
で
あ
る
金
沢
文
庫
本
に
そ
れ
ら
の
作
品
が
存
す
る
巻
十

二
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

金
沢
文
庫
本
は
、
豊
原
奉
重
が
書
写
を
企
図
し
、
そ
の
後
そ
れ
に
加
点
・
校
点
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
た
時

期
は
、
色
葉
字
類
抄
成
立
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
色
葉
字
類
抄
の
内
容
の
影
響
が
そ
こ
に
あ
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
証
拠
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
色
葉
字
類
抄
と
近
接
す
る
時
期
の
資
料
と
し
て
、
参
考

と
し
て
で
も
比
較
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
場
合
も
、
複
製 �
�本

に
よ
り
調
査
を
お
こ
な
う
が
、
調
査
は
、
そ
こ
と
お
も
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、
第
四
節
に
し
め
し
た

Ⅰ
〜
Ⅳ
の
事
項
に
注
意
し
て
、
い
わ
ば
手
あ
た
り
次
第
に
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
の
が
、
�
以
下
の
語
で
あ
る
。

　
　

���

「
従
此
君
王
不
早
朝
」（
巻
十
二
・
長
恨
歌
）

　
　
　
﹇
色
﹈
早
朝�
ア
サ
マ
ツ
リ

コ
ト　
　
　

�

（
前
田
家
本
・
阿
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
早
ー
（
朝
）
ア
サ
マ
ツ
リ
コ
ト

（
仏
中
・
一
三
八
）

　
　

���

�「
遂
教
方
士
慇
懃
覓
」（
同
・
同
）

　
　
　
﹇
色
﹈
慇
懃

�̈イ
ン
キ
ン

苦
詞
也　

�

（
前
田
家
本
・
伊
・
畳
字
）

（
注　

）
��

���
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﹇
色
﹈
丁
寧�
ネ
ン
コ
ロ
ナ
リ��
慇
懃��
同

（
黒
川
本
・
袮
・
畳
字
）

イ
ン
キ
ン

　
　
　
﹇
観
名
﹈
ー
（
慇
）
懃���

�（
法
中
・
八
二
）

　
　

���

「
楼
殿
玲
瓏
五
雲
起
」（
同
・
同
）

　
　
　
﹇
色
﹈
玲
瓏�

伎
芸
部　
　

　

王
居
也　

音
楽
部　
　

レ
イ
ロ
ウ　

�

�（
黒
川
本
・
礼
・
畳
字
）

　
　
﹇
観
名
﹈
玲
瓏�
亠
霊
龍
ト
ナ
ル　

ナ
カ
ゝ
ヤ
ク　

又
亠
龍

チ
ル　

ユ
ラ
メ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
法
中
・
一
八
）

　
　

���

「
雪
膚
花
貌
参
差
是
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈
参
差�
シ
ム
シ

（
前
田
家
本
・
師
・
畳
字
）

　
　
﹇
色
﹈�
参
差��
カ
タ
ゝ
カ
ヒ

ナ
リ　
　
　

�

（
前
田
家
本
・
加
・
畳
字
）

シ
ム
シ

　
　
﹇
観
名
﹈
ー
（
参
）
差�　

　

タ　
　

カ
タ
チ
カ
フ

�

（
僧
下
・
一
〇
〇
）

　
　

��

「
玉
容
寂
寞
涙
瀾
于
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈�
寂
寞��
居
処
部　

セ
キ
ハ
ク

幽
田
分　

�

（
前
田
家
本
・
世
・
畳
字
）

サ
ウ
サ
シ

　
　
﹇
色
﹈　

寂
寞�
サ
ウ
サ
シ

（
前
田
家
本
・
佐
・
畳
字
）

　
　

��

「
長
生
殿
夜
半
無
人
私
語
時
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈
私
語�
サ
ゝ
ヤ
イ
コ
ト

サ
ゝ
メ
キ
コ
ト

�

�
耳
語�
同

（
前
田
家
本
・
佐
・
畳
字
）

亠
殷
勤
　
委
曲
�

ー
再
三
ヽ
　
ネ
ム
コ

ロ̈
ナ
リ
　
下
憐
・
労
・
習
　
禾
或
去
�

���
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﹇
観
名
﹈
私
語�
サ
ゝ
メ
コ
ト

（
法
下
・
一
二
）

　
　

��

�
「
猶
抱
琵
琶
半
遮
面
」（
巻
十
二
・
琵
琶
引
）

　
　
﹇
色
﹈
遮�
サ
シ
カ
ク
ス　

正
奢
反　

ー
面

�

（
前
田
家
本
・
佐
・
辞
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
遮�
之
蛇
メ　

サ
イ
キ
ル　

サ
マ
タ
ク　

サ
ハ
ル　

サ
ル　

サ
シ
ヌ
ク　

カ
ク
ス

サ
シ
カ
ク
ス　

ト
フ　

オ
フ　

サ
マ
ラ
ハ
レ　
　
　

禾
シ
ャ　
　
　
　
　

�

（
仏
上
・
五
八
）

　
　

���

「
転
軸
撥
絃
三
両
声
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈�
撹��
カ
ク　

手
動
也　

ー
涙　

ー
沫　

�

��
���
ー
首　

ー
倉

ー
水　
　

�

��
撥��
ー
絃��

（
�
字
略
）
舁�
対
挙
也　

又
ー
輿
也　

又
乍
挙　

已
上
同　
　

�

�（
前
田
家
本
・
加
・
辞
字
）

＼ 

＼ 

＼

　
　
﹇
観
名
﹈
撥�
亠
鉢　

ヲ
サ
ム　

ハ
ラ
フ

ス
ツ　

ノ
ソ
ク　

カ
ゝ
ク

�

�

」
コ
ト
ハ
ル　

オ
コ
ク　

オ
サ
フ　

ヒ
ラ
ク　

ハ
シ
ク　

マ
ネ
ク　

ア
ハ
ク　

シ
ツ
ム　

ヤ
フ
ル
タ
フ
ル　
　

本
・
射
発
・　
　
　

�

�（
仏
下
本
・
七
二
）

　
　

��

「
軽�

慢
撚�

復
挑
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈　

挑�
カ
イ
カ
ヘ
ス　

ー
琵
琶
也　

�

撥�
同

（
前
田
家
本
・
加
・
辞
字
）

　
　
﹇
観
名
﹈
挑�
他
尭
メ　

カ
ゝ
ク　

キ
ャ
ク

ク
シ
ル　

ナ
ク　

タ
ス
ク

�

�

」（
中
略
）
イ
ト
ナ
ム　

シ
タ
ゝ
ム　

サ
ル　

イ
ト
ム　

ソ
ル　

ク
タ
ク　

ク
ヒ
ル　
　
　
　
　
　

徒
了
メ　

又
他
了
メ　

カ
イ
カ
ヘ
ス　

シ
リ
ソ
ク　

ト
ル　

呉
朝　
　
　
　
　
　
　
　

�

�

（
仏
下
本
・
六
九
）

　
　

��

�「
血
色
羅
裙
翻
酒
汚
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈
泛�
コ
ホ
ル　
　
　

ー
厄
ー
孝
恵
也

コ
ホ
ス　

�

�

落
墜
漏
建�
ー
瓶
水

過
也

�

�

翻�
ー
酒

也
�
�

覆�
ー
醢

也
�
�

反�
ー
水
反

已
上
同

�

（
前
田
家
本
・
古
・
辞
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
翻��

　
�（
僧
下
・
一
〇
八
）

呉
亠
奔
　
ヒ
ル
カ
ヘ
ル
　
正
亠
番
　
ト
フ
�

カ
ヘ
ス
　
コ
ホ

ス̈
　
カ
ケ
ル
　
オ
ホ
フ
　
羽
部

���
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���

「
五
陵
年
少
争
纏
頭
」（
同
・
同
）

　
　
　
﹇
色
﹈
纏
頭

�̈
�

テ
ン
ト
ウ

（
前
田
家
本
・
手
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈
纏
頭�
カ
ツ
ケ
モ
ノ

（
前
田
家
本
・
加
・
雑
物
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈
纏
ー
（
頭
）
カ
ツ
ケ

¨�モ
ノ

（
仏
下
本
・
二
二
）　

　
　

���

「
秋
月
春
風
等
閑
度
」（
同
・
同
）

　
　
　
﹇
色
﹈
等
閑

�̈
�
無
礼
部　
　

疎
詞　
　
　

ト
ウ
カ
ン　

�

�（
前
田
家
本
・
度
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
色
﹈
等
閑

�̈
�
ナ
ヲ
サ
リ　
　
　

ナ
ヲ
サ
リ
カ
テ
ラ

�

（
黒
川
本
・
那
・
畳
字
）

　
　
　
﹇
観
名
﹈�

�
谷
等
字　

ヒ
ト
シ　
　

ト
モ　
　

ト
モ
カ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ナ　
　

ア
マ
ネ
シ　
　

ラ　
　

ー
閑
ナ
ヲ
サ
リ
カ
テ
ラ　
　
　

�

�

（
僧
上
・
五
八
）

　
　

��

�「
良
久
立
却
坐
促
絃
」（
同
・
同
）

　
　
﹇
色
﹈
良
久�
時
剋
分　
　

リ
ヤ
ウ
キ
ウ

�

（
前
田
家
本
・
利
・
畳
字
）

　
　
﹇
色
﹈
良
久�
ヤ
ゝ
ヒ
サ
シ

（
前
田
家
本
・
野
・　

畳
字
）

　
　
﹇
色
﹈
稍�
ヤ
�ゝ
頗
良�
ー
久�
差
校�
已
上
同

（
前
田
家
本
・
野
・
辞
字
）

　
　
﹇
観
名
﹈
良
久�
ヤ
ゝ
ヒ
サ
シ

（
法
下
・
四
〇
）

　
　
﹇
観
名
﹈
経
ー
（
久
）
ヤ
ゝ

¨�ヒサ
シ�
良
ー�
同

（
僧
下
・
一
〇
八
）

　

�
ま
で
の
六
語
が
『
長
恨
歌
』
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
長
恨
歌
に
は
そ
の
ほ
か
に
、
す
で
に
神
田
本
の
部
分
で
あ
つ
か
っ
た
「
聞

道
」「�
�

」「
盡
日
」
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
掲
出
し
た
六
語
は
、「
寂
寞
」
を
の
ぞ
い
て
観
智
院
本
に
訓
読
さ
れ
て
い
る
文
字
づ
ら

���
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が
存
す
る
。
さ
ら
に
、「
慇
懃
」「
玲
瓏
」
は
、
金
沢
文
庫
本
が
色
葉
字
類
抄
に
対
し
て
音
読
・
訓
読
の
両
方
の
対
応
形
を
も
つ
。

「
参
差
」「
寂
寞
」
は
、
金
沢
文
庫
本
で
音
読
形
し
か
し
め
さ
れ
て
い
な
い
が
、
色
葉
字
類
抄
が
よ
っ
た
訓
点
本
に
は
訓
読
形
も
存

し
た
と
か
ん
が
え
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
通
観
し
て
言
え
そ
う
に
お
も
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
に
漢
語
語
彙
と
し
て
の
意
味
の
把
握
が
簡
単
で
な

い
も
の
が
お
お
く
、
し
か
も
そ
れ
が
作
品
の
内
容
理
解
の
ポ
イ
ン
ト
の
部
分
に
位
置
す
る
こ
と
が
お
お
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
早
朝
」「
私
語
」
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。「
私
語
」
は
、
琵
琶
引
に
も
用
例
が
あ
る
が
、
や
は
り
長
恨
歌
の
方
が
出
典
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
熟
語
と
し
て
は
長
恨
歌
の
「
閑
暇
（
カ
ン
カ
）」「
凝
睇
（
ナ
ガ
シ
メ
ミ
ル
）」
と
お
な
じ
か
た
ち
が
、
色
葉
字
類

抄
に
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
白
氏
文
集
と
の
関
係
を
か
ん
が
え
る
手
が
か
り
は
他
に
特
に
な
い
の
で
、
と
り
あ
げ
な
い
。
単
字
に
つ

い
て
も
、
い
く
つ
か
、
両
者
に
お
な
じ
音
・
訓
を
も
つ
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
特
に
手
が
か
り
は
な
く
、
と
り
あ
げ
な
い
。

七

　

琵
琶
引
か
ら
は
、
�
か
ら
�
ま
で
の
単
字
が
な
ん
ら
か
の
手
が
か
り
と
お
も
わ
れ
る
現
象
を
と
も
な
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ

れ
以
外
に
も
長
恨
歌
の
場
合
と
同
様
、
音
ま
た
は
訓
が
一
致
す
る
単
字
が
い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
判
断
の
手
が
か
り
と
な

し
う
る
現
象
は
存
在
せ
ず
、
と
り
あ
げ
な
い
。

�

�
「
遮
」
は
、
金
沢
文
庫
本
で
「
遮
面
」
の
語
形
に
「
サ
シ
カ
ク
ス
」
の
訓
が
あ
る
が
、
色
葉
字
類
抄
で
も
「
遮
」
字
一
字
の

み
の
「
サ
シ
カ
ク
ス
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
ー
面
」
の
注
記
が
存
す
る
。
観
智
院
本
の
「
遮
」
の
項
目
に
も
「
サ
シ
カ
ク

ス
」
の
訓
が
あ
る
。「
遮
面
」
は
、
一
般
的
な
語
の
よ
う
に
も
お
も
わ
れ
る
が
、
漢
和
辞
書
な
ど
か
ら
は
、
白
氏
文
集
の
こ
の
例
し

���
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か
見
い
だ
さ
れ
ず
、
白
居
易
独
特
の
語
か
と
お
も
わ
れ
る
。

　

�
の
「
翻
」
も
同
様
な
語
か
と
お
も
わ
れ
る
。
色
葉
字
類
抄
の
「
コ
ボ
ル
・
コ
ボ
ス
」
の
項
の
「
翻
」
の
注
に
白
氏
文
集
と
お

な
じ
文
字
づ
ら
が
見
え
、
観
智
院
本
の
「
翻
」
の
項
目
に
も
「
コ
ボ
ス
」
の
訓
が
あ
る
。
こ
の
語
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
は
、
作
品

の
特
別
な
場
面
の
、
印
象
的
な
表
現
と
い
う
性
格
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

�
「
撥
」
は
、
色
葉
字
類
抄
の
「
カ
ク
」
の
項
目
の
「
撥
」
の
注
に
白
氏
文
集
と
お
な
じ
「
ー
（
撥
）
絃
」
の
文
字
づ
ら
が
見

え
る
。
観
智
院
本
に
は
、「
撥
」
に
「
カ
ク
」
の
訓
は
な
く
、「
ハ
ラ
フ
」
の
み
が
存
す
る
。「
撥
絃
」
の
か
た
ち
は
、
一
般
的
な
表

現
と
も
お
も
え
る
が
、
色
葉
字
類
抄
へ
の
登
載
が
、
琵
琶
引
の
こ
の
部
分
か
ら
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

�
「
挑
」
は
、「
カ
イ
カ
ヘ
ス
」
と
い
う
、
金
沢
文
庫
本
の
訓
と
お
な
じ
語
形
で
色
葉
字
類
抄
に
あ
ら
わ
れ
る
。
観
智
院
本
の

「
挑
」
に
も
お
な
じ
訓
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
字
は
、
色
葉
字
類
抄
で
「
ー
琵
琶
也
」
と
い
う
注
を
有
し
、
前
三
者
と
ち

が
っ
て
白
氏
文
集
の
本
文
と
一
致
す
る
文
字
づ
ら
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
こ
の
部
分
が
他
の
ば
あ
い
と
ち
が
っ
て
、

前
後
に
適
当
な
語
句
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
特
別
に
こ
の
よ
う
に
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
注
に
よ
り
そ
れ
が
琵
琶
の
技
法
に
か
か
わ
る
語
で
あ
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が

琵
琶
引
を
出
典
に
も
つ
こ
と
も
暗
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

熟
語
に
つ
い
て
は
、
�
「
纏
頭
」
�
「
等
閑
」
�
「
良
久
」
が
手
が
か
り
の
現
象
を
と
も
な
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か

に
熟
語
で
は
「
急
雨
（
ム
ラ
サ
メ
）」
が
色
葉
字
類
抄
と
一
致
し
、
出
典
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
手
が
か

り
は
な
く
、
特
に
と
り
あ
げ
な
い
。

　
「
纏
頭
」「
等
閑
」「
良
久
」
は
、
す
べ
て
観
智
院
本
に
訓
読
の
該
当
形
を
も
つ
。「
等
閑
」
は
、「
等
」
の
項
目
の
な
か
に
こ
の
語

形
が
存
す
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
色
葉
字
類
抄
で
音
読
・
訓
読
両
形
を
有
す
る
。
特
に
、「
良
久
」
は
、
色
葉
字
類
抄
で

���
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三
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
畳
字
門
に
あ
る
音
読
形
と
訓
読
形
は
、
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
は
存
せ
ず
、
二
巻
本
か

ら
三
巻
本
に
改
編
さ
れ
る
際
に
く
わ
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、「
良
」
を
副
詞
と
し
て
分
離
す
る
あ
つ
か
い
を
不
十
分
な
も
の

と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
増
加
は
、
こ
の
語
に
つ
い
て
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
の
よ
う
な
、
音
読
・
訓
読
、

両
方
の
訓
点
の
存
す
る
訓
点
本
を
利
用
し
た
と
か
ん
が
え
れ
ば
、
か
ん
が
え
や
す
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
纏
頭
」
に
つ
い

て
は
、
芸
能
を
お
こ
な
っ
た
も
の
に
対
す
る
「
か
づ
け
も
の
」
に
関
す
る
こ
と
ば
と
し
て
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
日

本
の
各
種
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
琵
琶
引
の
用
例
の
存
在
を
ぬ
き
に
し
て
は
、
か
ん
が
え
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
琵
琶
引
の
熟
語
も
、
長
恨
歌
の
そ
れ
と
同
様
、
漢
語
と
し
て
の
文
字
づ
ら
か
ら
で
は
そ
の
意
味
が
つ
か
み
に
く
い
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
慣
用
語
あ
る
い
は
俗
語
と
お
も
わ
れ
る
も
の
が
お
お
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
目
で
白
氏
文
集
巻

三
・
巻
四
に
お
い
て
と
り
あ
げ
た
例
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
そ
の
熟
語
に
も
同
様
な
性
格
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
お
も
わ
れ

る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
稿
で
あ
つ
か
っ
て
き
た
諸
熟
語
を
、
江
藍
生
・
曹
庵
順
氏
に
よ
る
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
一
九
九

七
年
・
上
海
教
育
出
版
社
）
に
ひ
き
あ
て
て
み
る
。
こ
の
辞
書
は
、
唐
か
ら
五
代
に
か
け
て
出
現
し
た
白
話
語
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
前
に
成
立
し
て
い
た
が
、
唐
以
前
で
は
あ
ま
り
ひ
ろ
く
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
語
な
ど
を
収
載
し
、
用
例
を
し
め
し
た
も
の

で
あ �
�る

。
そ
の
な
か
に
、
こ
の
稿
で
こ
れ
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
う
ち
の
、
つ
ぎ
の
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
　

時
勢
粧
・�

来
・
直
下
・
多
少
・
孤
負
・
容
易
・
畢
竟
・
尋
常
・
髣
髴

　
　

不
覚
・�
�

・
早
晩
・
盡
日
・
慇
懃
・
玲
瓏
・
参
差
・
纏
頭
・
等
閑

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
「
聞
道
」
は
、
こ
の
辞
書
に
登
載
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
、「
細
砕
」「
無
限

（
ソ
コ
バ
ク
）」
も
文
言
的
な
用
法
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
と
し
て
、
同
様
に
あ
つ
か
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
注　

）
��

���
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こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
を
、�

�
��
�
�

�
�
��
�
�

版
に
よ
っ
て
検
索
な
ど
し
て
み
る
と
、
こ
の
辞
書

の
語
の
あ
つ
か
い
に
多
少
の
疑
問
が
う
か
ぶ
ば
あ
い
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
熟
語
形
二
六
例
の
う
ち
一
八
例
が
『
唐
五
代

語
言
詞
典
』
に
見
え
る
と
い
う
右
の
結
果
か
ら
し
て
も
、
こ
の
稿
で
と
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
色
葉
字
類
抄
の
語
に
は
、

唐
の
時
代
の
俗
語
・
白
話
語
的
な
そ
れ
や
そ
れ
に
ち
か
い
も
の
が
、
か
な
り
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
と
お
も
わ
れ �
�る

。
な
お
、

こ
れ
ま
で
こ
の
稿
で
と
り
あ
げ
た
単
字
で
は
、
�
「
擺
」
�
「
苦
」
�
「
撥
」
の
、
こ
の
稿
で
あ
つ
か
っ
て
い
る
用
法
が
、
こ
の

辞
書
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。

　

中
古
漢
語
が
急
激
に
複
音
節
語
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
に
唐
代
の
そ
の
よ
う
な
新

出
の
熟
語
や
俗
語
・
白
話
語
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
最
大
の
文
献
は
、
う
た
が
い
も
な
く
白
氏
文
集
で
あ �
�る

。
そ
れ
ら
に
は
、
中

国
の
伝
統
的
・
基
本
的
な
漢
字
の
用
法
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
が
お
お
い
。
し
た
が
っ
て
、
漢
字
の
代
表
的
な
用
法
し
か
知
ら
な
い

こ
と
の
お
お
い
日
本
人
は
、
そ
の
よ
う
な
熟
語
・
白
話
語
を
ふ
く
む
漢
文
の
読
解
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
、
こ

の
稿
の
第
四
節
で
Ⅰ
と
し
て
指
摘
し
た
、
白
氏
文
集
の
訓
点
本
に
お
お
く
の
訓
法
が
集
積
さ
れ
た
こ
と
の
、
一
つ
の
お
お
き
な
理

由
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
当
時
の
「
読
む �
�為

」
の
辞
書
で
あ
っ
た
類
聚
名
義
抄
に
お
い
て
、
そ
の
な
か
の
訓
読
形
を
、
そ
の
「
名
（
＝
文
字
）」

に
対
す
る
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
義
（
＝
意
味
）」
の
一
つ
と
し
て
採
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
指
摘
し
た
Ⅳ
の
理
由

で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
一
方
、
当
時
の
「
書
く
為
」
の
辞
書
で
あ
っ
た
色
葉
字
類
抄
で
も
、
そ
の
よ
う
な
語
を
、
文
学
的

な
日
本
漢
文
の
用
字
と
し
て
必
要
な
も
の
と
か
ん
が
え
て
白
氏
文
集
か
ら
採
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
学
者
間
で
さ
ま
ざ

ま
訓
法
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
事
態
を
ふ
ま
え
、
あ
る
程
度
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

が
、
Ⅱ
の
理
由
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

　

色
葉
字
類
抄
と
類
聚
名
義
抄
と
に
、
一
致
し
た
あ
る
い
は
近
似
し
た
語
形
が
白
氏
文
集
か
ら
お
お
く
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
右

（
注　

）
��

（
注　

）
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（
注　

）
��
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に
の
べ
た
よ
う
な
当
時
の
日
本
の
知
識
人
の
、
二
方
面
か
ら
の
白
氏
文
集
に
対
す
る
対
応
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
に
は
日
本

人
が
白
氏
文
集
を
こ
よ
な
く
尊
重
し
、
そ
の
語
句
の
解
釈
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
が
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
熟
語
・
単

字
に
つ
い
て
の
論
の
、
最
終
的
な
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
稿
で
と
っ
た
方
法
が
方
向
的
に
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
と
、
こ

の
稿
の
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
稿
の
結
果
、「
容
易
」「
尋
常
」「
慇
懃
」「
等
閑
」
な
ど
の
、
現
在
も
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
の
よ
う
な
語
に

つ
い
て
、
そ
の
普
及
に
白
氏
文
集
の
は
た
し
た
役
割
の
お
お
き
さ
も
、
か
い
ま
見
え
て
き
て
い
る
と
か
ん
が
え
る
。

八

　

文
集
巻
三
・
四
、
お
よ
び
『
長
恨
歌
』『
琵
琶
行
』
と
な
ら
ん
で
平
安
時
代
に
愛
好
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
『
香
炉
峰
下
、
新
卜

山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁　

其
四
』
は
文
集
巻
十
六
に
あ
り
、
ふ
る
い
訓
点
本
や
写
本
は
、
こ
の
詩
に
は
存
在
し
な
い
よ
う

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
ふ
る
い
訓
法
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
江
戸
時
代
の
版
本
で
あ
る
那
波
道
円
本
や
各
種

活
字
本
で
見
て
み
る
と
、
色
葉
字
類
抄
に
採
用
さ
れ
て
い
る
熟
語
は
存
在
し
な
い
。

　

し
か
し
、
つ
ぎ
に
し
め
す
色
葉
字
類
抄
の
二
つ
の
項
目
に
は
、
そ
こ
か
ら
と
思
わ
れ
る
単
字
が
存
す
る
。「
ソ
バ
タ
ツ
」
の
第
一

字
目
の
「�

」
字
に
「
ー
枕
」
と
注
が
あ
り
、「
カ
カ
グ
」
の
項
目
の
「
撥
」
の
字
に
は
「
ー
簾
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
字
形

は
那
波
道
円
本
な
ど
と
多
少
相
違
す
る
が
、
当
該
の
詩
の
語
句
と
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　

※
﹇
色
﹈����

（
黒
川
本
・
巻
中
・
曽
・
辞
字
）
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※
﹇
色
﹈��

（
前
田
家
本
・
巻
上
・
加
・
辞
字
）

　

こ
れ
ら
を
見
た
当
時
の
知
識
人
は
、
自
然
と
白
氏
文
集
の
そ
の
詩
を
想
起
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
撰

者
が
こ
れ
ら
の
字
に
指
摘
し
た
よ
う
な
注
記
を
ほ
ど
こ
し
た
こ
と
に
は
、
そ
の
よ
う
に
、
こ
の
詩
を
想
起
さ
せ
る
意
図
も
そ
こ
に

ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
、
こ
の
稿
の
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
単
に
一
般
的
に
「
枕
を
そ
ば
た
て
る
」
と
い
う

ば
あ
い
、「
簾
を
か
か
げ
る
」
ば
あ
い
に
、
漢
文
で
は
こ
の
字
を
つ
か
う
の
だ
、
と
指
示
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
白
氏
文
集

の
、
例
の
詩
で
は
、
こ
れ
を
使
用
し
て
い
る
の
だ
と
指
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
類
例
は
�
�
�
�
�
な
ど
の
ば

あ
い
に
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
稿
の
筆
者
は
、
第
四
節
で
指
摘
し
た
Ⅲ
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
結
果
の
現
象

で
あ
る
と
か
ん
が
え
た
い
。
ま
た
、「
見
文
集
」「
見
長
恨
歌
」
の
注
記
も
お
な
じ
よ
う
な
機
能
を
も
つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
当

時
の
知
識
人
に
は
こ
の
注
記
だ
け
で
、
白
氏
文
集
の
本
文
が
想
起
さ
れ
る
ば
あ
い
が
お
お
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
指
示
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
漢
文
に
よ
る
文
学
作
品
を
作
成
す
る
ば
あ
い
に
、
こ
れ
ら

の
文
字
づ
ら
を
作
品
中
に
と
り
い
れ
れ
ば
、
そ
の
作
品
は
、
こ
の
詩
そ
の
も
の
を
た
し
か
め
ず
と
も
、
確
実
に
白
氏
文
集
の
そ
の

詩
の
作
品
世
界
を
、
そ
の
な
か
に
と
り
こ
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
稿
の
筆
者
は
、
色
葉
字
類

抄
は
、
単
な
る
漢
文
の
語
句
に
つ
い
て
の
辞
書
と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
に
、〈
類
書
〉
的
な
役
割
も
に
な
っ
て
い
た
と
か
ん
が
え
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
辞
字
門
に
収
載
さ
れ
た
単
字
の
ば
あ
い
だ
け
で
な
く
、「
時
勢
粧
」「
早
朝
」「
私
語
」「
参
差
」「
纏
頭
」
な

ど
の
畳
字
門
の
語
に
も
あ
て
は
め
う
る
ば
あ
い
が
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
色
葉
字
類
抄
が
そ
の
目
的
の
視
野
に
い

れ
て
い
た
漢
文
に
は
、
白
氏
文
集
の
語
句
的
な
模
倣
に
よ
る
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
は
そ
の
作
品
世
界
を
と
り
こ
ん
だ
そ

れ
が
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
か
ん
が
え
る
。

　

平
安
時
代
の
日
本
漢
詩
文
に
白
氏
文
集
の
影
響
が
絶
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
最
近
、
本

���
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間
洋
一
氏
は
、「『
白
氏
文
集
』
は
表
現
辞
典
、
或
い
は
類
書
的
機
能
を
、
持
つ
も
の
、
す
な
わ
ち
依
る
べ
き
も
の
と
し
て
享
受
さ

れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
」
と
の
べ
て
い �
�る

が
、
最
初
に
し
め
し
た
色
葉
字
類
抄
の
序
文
中
の
波
線
部
分
「
以
授
家

童
、
欲
無�

閲
」
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
事
態
に
関
連
し
て
言
っ
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
も

白
氏
文
集
そ
の
も
の
か
ら
必
要
な
表
現
を
さ
が
す
だ
す
の
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

三
巻
本
と
お
な
じ
序
文
を
有
す
る
二
巻
本
以
降
の
色
葉
字
類
抄
は
、
日
本
漢
文
で
使
用
す
べ
き
漢
字
を
し
め
す
と
同
時
に
、
白

氏
文
集
を
は
じ
め
と
す
る
漢
文
学
作
品
の
訓
点
本
の
保
有
し
た
そ
の
よ
う
な
機
能
を
、
日
本
の
辞
書
と
し
て
は
じ
め
て
獲
得
し
た

と
こ
の
稿
の
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。
序
文
に
お
い
て
、
謙
遜
を
ふ
く
み
な
が
ら
も
「
漢
家
」
と
「
本
朝
」
を
対
比
し
た
編
者
の
意

気
込
み
は
、
そ
れ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
こ
の
辞
書
の
用
途
を
、
当
時
の
「
実
用
文
」
の

た
め
の
も
の
と
限
定
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
適
当
で
な
い
と
こ
の
稿
の
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。

　

佐
藤
道
生
氏
は
、
平
安
時
代
後
期
の
紀
伝
道
に
、「�
起��
家�
」
と
呼
ば
れ
る
新
興
の
博
士
家
が
勃
興
し
、
そ
れ
に
属
す
る
人
々
の
中

キ 

カ

に
各
種
の
実
用
書
を
編
纂
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
指
摘
し
て
い �
�る

。
勿
論
、「
実
用
書
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
き
わ
め

て
文
学
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
色
葉
字
類
抄
も
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
日
本
漢
文
学
の
動
向
の
中
か
ら
う
ま
れ
た
実
用
書

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
辞
書
の
編
者
橘
忠
兼
の
閲
歴
は
、
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
橘
家
は
起
家
の
一
つ
と

し
て
よ
い
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
橘
忠
兼
に
助
力
し
て
、
こ
の
辞
書
の
単
字
に
合
点
を
付
し
た
有
成
入
道
は
、
有
力

な
起
家
の
一
つ
、
藤
原
日
野
家
の
出
身
で
あ
る
ら
し �
�い

こ
と
も
、
そ
れ
を
う
ら
づ
け
て
い
る
。

　

最
近
の
日
本
漢
文
学
研
究
は
、
平
安
後
期
の
日
本
漢
文
学
の
動
き
の
中
か
ら
う
ま
れ
た
語
学
的
な
性
格
を
有
す
る
類
書
に
ま
で

目
を
む
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
山
田
俊
雄
氏
は
、
古
辞
書
研
究
に
は
そ
の
辞
書
が
「
実
践
的
言
語
生
活
に
有
し

た
意
義
を
、
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
指
摘
し �
�た

が
、
最
近
の
日
本
漢
文
学
研
究
は
、
色
葉
字
類
抄
の
そ
の

よ
う
な
も
の
を
か
ん
が
え
る
の
に
、
有
益
な
知
見
を
あ
た
え
て
く
れ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

（
注　

）
��

（
注　

）
��

（
注　

）
��

（
注　

）
��

���
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注

�　

舩
城
俊
太
郎
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
つ
け
ら
れ
た
朱
の
合
点
に
つ
い
て
」（
二
松
学
舎
大
学
論
集
・
昭
和
五
十
年
度
号
）

�　

太
田
昌
二
郎
「
尊
経
閣
三
巻
本
色
葉
字
類
抄　

解
説
」（
昭
和
五
十
九
年
）

�　

本
朝
式
・
孝
経
・
猿
楽
記
・
法
華
経
・
或
書
・
真
言
書
・
春
秋
文
・
本
草
・
式
・
文
選
・
左
伝
・
胤
緝
玉
玉
鏡
・
扶
桑
略
記
・
長
干
賦

�　

宮
内
庁
書
陵
部
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
解
説
」（『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』﹇
昭
和
四
十
四
年
・
勉
誠
社
﹈
所
収
）

�　

図
書
寮
本
の
訓
に
「
集
」
と
注
し
た
も
の
も
白
氏
文
集
か
ら
の
も
の
と
す
る
あ
つ
か
い
が
あ
る
が
、
同
項
目
中
に
「
白
」
と
そ
れ
が
重

出
す
る
ば
あ
い
が
あ
る
な
ど
の
疑
問
が
あ
り
、
こ
の
稿
で
は
そ
れ
ら
を
除
外
す
る
。

�　

神
田
本
白
氏
文
集
に
つ
い
て
は
古
典
保
存
会
に
よ
る
複
製
本
を
も
ち
い
る
。
た
だ
し
、
用
例
の
所
在
位
置
を
し
め
す
た
め
に
付
す
行
数

は
、
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』（
昭
和
五
十
七
年
・
勉
誠
社
）
の
も
の
に
な
ら
う
。

　
　

な
お
、
こ
の
白
氏
文
集
に
は
角
筆
に
よ
る
訓
点
の
記
入
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
複
製
本
で
は
そ
れ
が
認
識
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
の

『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
の
し
め
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
稿
で
と
り
あ
げ
る
語
な
ど
に
お
い
て
は
、
角
筆
点
の
問
題
は
影
響
を

お
よ
ぼ
す
と
こ
ろ
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

�　
「
誇
＝
ホ
コ
ル
」（
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
八
八
）・「（
蚩
）
誚
＝
ソ
シ
ル
」（
〃
九
〇
）・「
経
（
緯
）
＝
ワ
タ
ル
」（
〃
二
八
七
）・「
繖

＝
キ
ヌ
カ
サ
」（
〃
三
一
八
）

�　

以
下
、
同
様
な
調
査
は
、『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
平
成
元
年
・
同
朋
舎
出
版
）
に
よ
っ
て
お
こ
な
う
。

�　

小
松
茂
美
『
平
安
朝
伝
来
の
白
氏
文
集
と
三
蹟
の
研
究
』
研
究
篇
（
昭
和
四
十
年
・
墨
水
書
房
）
に
よ
る
。

　
　

小
林
芳
規
『�
平
安　

鎌
倉　

時
代
に
於
け
る

�

�
漢
籍
訓
読
語
の
国
語
学
的
研
究
』（
昭
和
四
十
二
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
第
四
章
・
第
四
節
・
第
一
項
・
四

��
「
神
田
本
所
載
の
諸
訓
の
性
格
」

　
　
『
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
』（
昭
和
五
十
九
年
・
勉
誠
社
）
に
、
複
製
で
付
載
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
初
期
写
の
巻
四
の
お
な
じ
部
分
に
も
、

��
や
は
り
「
コ
ケ
」
と
「
ツ
タ
」
の
二
訓
が
左
右
に
存
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
に
こ
の
「
衣
」
に
つ
い
て
二
説
が
、
ひ
ろ
く
な

ら
び
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
ら
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
「
類
聚
名
義
抄
の
和
訓
の
源
流
に
つ
い
て
」（「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
二
十
五
年
七
月
）

��
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注　

に
し
め
し
た
小
林
氏
の
著
書
の
、
第
四
章
・
第
四
節
・
第
一
項
・
二
、
参
照
。

��

��

　
　

春
宵�
苦�
短
日
高
起

イ
ト

��
　
　

注　

に
し
め
し
た
小
林
氏
の
著
書
の
、
第
四
章
・
第
四
節
・
第
一
項
・
五
、
参
照
。

��

��

　
　

余
慶
・
耶
娘
・
錦
繍
・
規
模
・
珊
瑚
・
飢
渇
・
妖
艶
・
遠
近
・
反
魂
香
・
祥
瑞
・
長
者
・
牡
丹

��
　
　

舩
城
俊
太
郎
「
平
安
時
代
の
日
本
漢
文
に
見
ら
れ
る
疑
問
文
三
種
―
多
少
・
争
・
早
晩
―
」（「
西
北
出
土
文
献
研
究
」
創
刊
号
・
平
成

��
十
六
年
三
月
）

　
　

松
尾
良
樹
「
平
安
朝
漢
文
学
と
唐
代
口
語
」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
二
年
十
月
）

��
　
　

注　

に
し
め
し
た
小
林
氏
の
著
書
の
、
第
四
章
・
第
四
節
・
第
一
項
に
く
わ
し
い
。

��

��

　
　
『
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
』（
昭
和
五
十
九
年
・
勉
誠
社
）

��
　
　

そ
の
「
前
言
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
る
。

��
　
　

こ
れ
ら
の
う
ち
の
「
直
下
」「
尋
常
」「
参
差
」「
玲
瓏
」「
慇
懃
」
の
五
語
に
つ
い
て
は
、
お
な
じ
用
法
の
例
が
『
遊
仙
窟
』
に
も
見
い

��
だ
さ
れ
る
が
、
白
氏
文
集
と
同
様
に
白
話
語
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
る
遊
仙
窟
に
こ
れ
ら
の
語
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
然
な
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
そ
こ
か
ら
の
採
集
で
あ
る
可
能
性
も
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄

に
お
い
て
遊
仙
窟
か
ら
と
の
出
典
注
記
の
あ
る
語
を
、
色
葉
字
類
抄
の
語
彙
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
あ
ま
り
一
致
せ
ず
、
色
葉
字

類
抄
が
遊
仙
窟
を
重
視
し
て
そ
こ
か
ら
か
ら
お
お
く
の
語
を
採
集
し
て
い
る
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
が
遊
仙

　
本
�
典
�
收
�
��
，�
唐
五
代
出
�
和
使
用
的
口
�
�
、
方
言
�
�
主
，
也
酌
收
一
些
唐
五
代
的
名
物
�
和
其
他
方
面
的
�
�
。
�
�

和
短
�
兼
收
，
�
�
�
虚
�
并
重
。
�
粹
的
佛
教
� �
�
不
收
，
但
某
些
在
民
�
流
行
的
、
有
�
代
特
色
的
跟
佛
教
有
�
的
�
��
也
酌

收
。
唐
�
前
�
�
�
生
并
广
泛
使
用
的
�
��
一
般
不
收
；
�
在
唐
�
前
�
�
�
生
，
但
到
了
唐
代
�
后
才
广
泛
使
用
�
来
的
�
��
�
及

�
�
和
用
法
有
�
展
�
�
的
，
�
在
收
�
之
列
。
凡
系
宋
代
域
宋
�
后
新
出
�
的
�
��
一
律
不
收
。
全
�
�
收
�
��
（
包
括
熟
�
）

����
余
条
，
其
中
有
相
当
多
的
条
目
是
迄
今
�
出
�
的
大
型
辞
�
� �
未
收
的
；
有
的
�
��
辞
書
�
�
收
，
但
或
者
�
�
不
全
，
或
者

引
例
�
代
晩
于
本
�
�典
。
因
而
本
�
典
一
�
可
�
�
�
�
近
代
�
�
�
典
提
供
断
代
的
材
料
，
二
�
也
可
�
�
�
充
和
修
�
大
型
辞

�
的
�
�
部
分
提
供
一
些
或
�
是
有
用
的
参
考
。
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窟
か
ら
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
は
ひ
く
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　

な
お
、「
等
閑
」
が
唐
代
白
話
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注　

に
し
め
し
た
松
尾
氏
の
論
考
に
指
摘
が
あ
る
。

��

　
　

注　

の
文
献
参
照
。

��

��

　
　

橋
本
進
吉
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』（
大
正
五
年
）

��
　
　

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』（
平
成
十
四
年
・
和
泉
書
院
）

��
　
　

佐
藤
道
生
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』（
平
成
十
五
年
・
笠
間
書
院
）

��
　
　

川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』（
昭
和
三
十
年
・
講
談
社
）

��
　
　

橋
本
義
彦
「
古
記
録
誤
写
誤
読
」（「
日
本
歴
史
」
昭
和
五
十
一
年
八
月
）

　
　

山
田
俊
雄
「
色
葉
字
類
抄
畳
字
門
の
訓
読
の
語
の
性
質
―
古
辞
書
研
究
の
意
義
に
ふ
れ
て
―
」（「
成
城
文
芸
」
第
三
号
・
昭
和
三
十
年

��
四
月
）




